
　
現
代
の
日
本
は

東
京
一
極
集
中
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
。
医
療

も
然
り
で
あ
る
。

　
医
療
資
源
が
大
都
市
に
集
中

し
、
地
方
で
は
救
急
医
療
体
制

の
不
備
や
専
門
医
療
機
関
の
不

足
の
み
な
ら
ず
、
医
療
機
関
自

体
継
承
者
が
な
く
消
滅
し
て
い

る
。
首
長
の
仕
事
は
医
師
探
し

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

　
都
道
府
県
ご
と
の
保
険
医
の

配
置
・
定
数
の
設
定
や
、
研
修

の
た
め
の
専
攻
医
枠
の
制
限
に

よ
る
保
険
医
・
専
門
医
の
地
方

へ
の
誘
導
、
特
定
地
域
・
診
療

科
で
の
診
療
従
事
を
医
療
機
関

管
理
者
の
要
件
と
す
る
等
が
、

医
師
偏
在
対
策
と
し
て
俎
上
に

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
希
望
に
沿
わ
な
い
地
域
、
診

療
科
で
診
療
せ
ざ
る
を
得
な
い

医
師
は
、
地
域
医
療
に
熱
意
を

も
っ
て
取
り
組
む
だ
ろ
う
か
？

住
民
は
ど
う
だ
ろ
う
。
医
師
さ

え
い
れ
ば
よ
い
の
か
？

　
日
本
の
医
療
制
度
は
「
国
民

皆
保
険
制
度
」「
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
」「
自
由
開
業
制
」「
診
療

報
酬
出
来
高
払
い
」
に
特
徴
づ

け
ら
れ
る
。
医
療
提
供
は
専
ら

民
間
に
委
ね
ら
れ
、
医
師
が
医

療
機
関
を
設
立
し
、
自
ら
運
営

し
て
き
た
。
社
会
情
勢
に
併
せ

て
、
医
業
を
展
開
し
て
き
た
。

　
経
済
の
低
迷
や
医
療
の
高
度

化
、
高
齢
社
会
化
で
、
医
療
保

険
財
政
が
厳
し
く
な
り
、「
国

民
皆
保
険
制
度
」
維
持
の
名
の

下
に
、
こ
れ
ら
が
変
え
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
我
々
医
師
は
「
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
」「
自
由
開
業
制
」「
診
療

報
酬
出
来
高
払
い
」
の
も
と
、

自
ら
の
責
任
で
矜
持
を
も
っ

て
、
地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
地
域
の
一
員
と
し
て
生

き
、
随
時
診
療
内
容
、
形
態
を

変
え
て
き
た
。
日
常
診
療
以
外

に
も
、
検
診
や
予
防
接
種
、
校

医
・
啓
発
活
動
、
行
政
へ
の
協

力
等
、
地
域
の
た
め
に
活
動
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
2
0
0

0
年
に
は
世
界
保
健
機
関
か
ら

「
総
合
点
で
世
界
一
」
の
評
価

を
受
け
て
い
る
。

　
医
師
の
強
制
配
置
は
地
域
医

療
を
知
ら
な
い
者
の
発
想
で
あ

り
、
医
師
の
み
な
ら
ず
、
地
域

住
民
に
も
失
礼
で
は
な
い
か
。

　
過
疎
化
が
進
む
地
方
の
住
民

は
、
ま
だ
何
と
か
頑
張
っ
て
い

る
。
若
い
世
代
が
将
来
に
見
切

り
を
つ
け
、
故
郷
を
去
る
前
に

地
方
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
を
最

優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

　
最
近
、
地
方
移
住
に
関
心
を

持
つ
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

中
高
年
は
自
然
環
境
、
住
居
環

境
、
医
療
福
祉
を
重
視
し
、
若

者
は
働
き
口
と
交
通
の
利
便
性

を
重
視
す
る
と
い
う
。

　
国
の
地
方
創
生
、
高
齢
者
対

策
で
は
、Com

pact City

構
想
や
、
こ
れ
を
用
い
た
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ （Continuing Care 

Retirem
ent Com

m
unity

）

構
想
が
あ
る
が
、
対
象
と
な
る

元
気
高
齢
者
も
い
ず
れ
要
介
護

状
態
に
な
る
。
介
護
、
看
護
し

て
く
れ
る
人
材
が
必
要
に
な
る
。

　
今
の
う
ち
に
、
若
者
に
魅
力

の
あ
る
地
方
を
復
活
す
る
必
要

が
あ
る
。
何
よ
り
も
地
方
に
仕

事
の
場
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

魅
力
あ
る
地
方
で
あ
れ
ば
医
師

も
進
ん
で
赴
任
す
る
。
医
職
住

が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な

地
方
の
再
生
を
望
む
。

魅
力
あ
る
地
域
の
再
生
を

　

園
児
に

「
教
育
勅
語
」

を
唱
え
さ
せ

て
い
る
と

ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
て
驚
い
た

が
、
同
学
校
法
人
の
新
設
予
定

の
小
学
校
で
開
校
目
前
に
土
地

取
得
、
学
校
認
可
等
に
関
わ
る

疑
惑
が
次
々
に
浮
上
。
国
・
大

阪
府
の
異
例
の
動
き
に
総
理
夫

妻
の
名
前
ま
で
上
が
り
、
証
人

喚
問
が
行
わ
れ
た
▼
国
会
で
は

稲
田
防
衛
大
臣
が
自
身
の
見
解

を
問
わ
れ
「
教
育
勅
語
の
精
神

で
あ
る
、
日
本
が
道
義
国
家
を

目
指
す
べ
き
と
い
う
核
の
部
分

は
大
切
に
維
持
し
て
い
る
」
と

答
え
た
▼
教
育
勅
語
は
1
9
4

8
年
に
衆
議
院
で
「
排
除
」、

参
議
院
で
「
失
効
確
認
」
が
決

議
さ
れ
た
。「
根
本
的
理
念
が

主
権
在
君
な
ら
び
に
神
話
的
国

体
観
に
基
づ
い
て
い
る
事
実

は
、
明
ら
か
に
基
本
的
人
権
を

損
う
」、
先
に
制
定
さ
れ
た

「
日
本
国
憲
法
」「
教
育
基
本

法
」
の
精
神
に
悖
る
も
の
と
い

う
全
会
一
致
の
国
会
決
議
だ
っ

た
▼
道
義
国
家
の
核
は
、
忠
君

愛
国
、
儒
教
的
道
徳
で
あ
り
、

教
育
の
根
本
は
皇
祖
皇
宗
の
遺

訓
と
さ
れ
、
軍
国
日
本
の
精
神

的
主
柱
と
し
て
全
国
民
が
洗
脳

さ
れ
た
。「
一
旦
緩
急
ア
レ
ハ

義
勇
公
ニ
奉
シ
」
の
文
言
の
下

「
天
皇
陛
下
万
歳
」と
叫
び
、い

か
に
多
く
の
若
者
達
が
自
ら
死

地
に
赴
き
、
ま
た
人
を
殺
し
た

こ
と
か
▼
こ
こ
数
年
「
日
本
会

議
」
特
集
の
出
版
が
続
く
が
、

今
回
の
一
連
の
動
き
は
右
傾
化

を
進
め
る
流
れ
の
行
き
着
い
た

帰
結
と
し
て
見
れ
ば
分
か
り
や

す
い
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
知
ら

な
い
首
相
、
過
去
の
国
会
決
議

に
学
ば
な
い
大
臣
、
知
性
欠
如

の
彼
ら
に
権
力
を
握
ら
せ
る
怖

さ
に
改
め
て
震
撼
す
る
。 （
さ
）

　
京
都
府
は
3
月
末
日
ま
で
に

「
京
都
府
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
」

を
と
り
ま
と
め
た
。

　
同
構
想
は
医
療
・
介
護
総
合

確
保
推
進
法
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
が
医
療
計
画
に
盛
り
込
む

こ
と
と
さ
れ
た
「
地
域
医
療
構

想
」
に
あ
た
る
。

　
協
会
は
府
が
2
0
1
5
年
12

月
に
示
し
た
「
中
間
案
」
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出

し
、
国
の
「
地
域
医
療
構
想
策

定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
示
し
た

「
医
療
需
要
に
対
す
る
医
療
供

給
を
踏
ま
え
た
病
床
の
必
要
量

（
必
要
病
床
数
）
の
推
計
」
を

機
械
的
に
採
用
し
な
い
姿
勢
を

評
価
す
る
一
方
、
医
療
福
祉
関

係
者
・
市
町
村
と
協
同
し
た
医

師
・
診
療
科
不
足
・
偏
在
の
解

決
や
、
2
0
2
5
年
の
在
宅
医

療
等
の
必
要
量
の
推
計
（
国
推

計
）
を
全
域
で
1
・
8
倍
と
見

込
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

府
が
実
態
に
基
づ
か
な
い
「
政

策
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
需
要

増
」
に
与
せ
ず
、
入
院
・
在
宅

両
面
の
保
障
を
目
指
す
こ
と
等

を
求
め
て
い
た
。

府
の
姿
勢
評
価
の
一
方
、
イ

メ
ー
ジ
わ
か
ず
と
の
意
見
も

　
今
回
、
正
式
に
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
中
間
案

に
比
べ
、「
薬
局
」
に
関
す
る

追
加
記
載
等
は
あ
る
が
、
焦
点

と
な
っ
て
き
た
各
構
想
区
域
の

必
要
病
床
数
推
計
に
つ
い
て
、

15
年
5
月
1
日
現
在
の
許
可
病

床
数
に
比
べ
て
減
ら
さ
ず
、
全

体
と
し
て
増
加
す
る
見
込
み
を

明
記
し
、
高
度
急
性
期
・
急
性

期
・
回
復
期
・
慢
性
期
の
各
需

要
別
の
病
床
数
の
「
目
標
」
を

細
か
く
書
き
込
ま
な
い
と
い
う

点
に
変
更
は
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
も
報
告
さ
れ
た
。
15

年
12
月
19
日
〜
16
年
1
月
16
日

の
間
に
56
人
、
1
2
9
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
協
会
と
同
様
、
府
が
国
の
方

針
を
機
械
的
に
採
用
し
な
か
っ

た
姿
勢
を
評
価
す
る
意
見
が
複

数
あ
る
一
方
、
機
能
別
必
要
病

床
数
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
「
必
要
と
な
る
経
費
や
人
員

数
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、
将
来

も
引
き
続
き
医
療
資
源
が
偏
在

す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
」
と

逆
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

在
宅
の
受
け
皿
で

危
機
感
持
つ
意
見
多
く

　
全
体
と
し
て
目
に
つ
く
の

は
、「
在
宅
療
養
」
あ
る
い
は

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
の
意
見
の
多
さ
で
あ

る
。「
入
院
治
療
が
必
要
な
患

者
が
病
院
を
追
わ
れ
る
こ
と
に

な
ら
な
い
か
」「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
は
重
要
」

「
慢
性
的
な
人
手
不
足
」「
市
町

村
の
役
割
を
強
化
す
る
こ
と
が

必
要
」
等
、
膨
ら
む
在
宅
需
要

を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
に
つ

い
て
、
各
々
の
考
え
が
書
き
込

ま
れ
て
い
る
。

　
協
会
は
あ
ら
た
め
て
在
宅
療

養
の
受
け
皿
を
ど
う
確
保
す
る

か
に
つ
い
て
、
府
に
対
す
る
要

望
を
と
り
ま
と
め
、
提
出
す
る

予
定
で
あ
る
。

パ
ブ
コ
メ
で
府
が
医
師

定
数
設
定
反
対
を
明
記

　
加
え
て
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
は
「
新
専
門
医
制
度
」
に

関
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

意
見
は
「
都
道
府
県
間
の
格
差

是
正
」
と
い
う
考
え
方
が
問
題

と
指
摘
し
、
新
専
門
医
制
度
で

府
の
基
本
領
域
に
お
け
る
専
門

医
数
が
制
限
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
の
危
惧
を
表
明
。

　
こ
れ
に
対
し
、
府
は
「
新
た

な
専
門
医
制
度
に
お
け
る
診
療

科
別
地
域
別
に
定
数
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
反
対
」
と

明
記
し
た
。

　
今
後
、
府
は
保
健
医
療
計
画

等
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

実
際
に
入
院
・
在
宅
の
両
面
か

ら
確
実
な
医
療
保
障
を
目
指
す

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
協

会
も
必
要
な
意
見
を
届
け
て
い

く
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
と

な
る
3
月
11
日
に
、
円
山
野
外

音
楽
堂
で
「
バ
イ
バ
イ
原
発

3
・
11
き
ょ
う
と
」を
開
催
。参

加
者
は
2
5
0
0
人
と
な
っ

た
。
主
催
は
バ
イ
バ
イ
原
発

き
ょ
う
と
実
行
委
員
会
。

　
集
会
で
は
、
南
相
馬
市
か
ら

避
難
し
て
い
る
福
島
敦
子
氏
が

親
子
で
ス
ピ
ー
チ
。
差
止
め
訴

訟
弁
護
団
若
手
弁
護
士
の
鹿
島

啓
一
氏
と
、
飯
舘
村
酪
農
家
の

長
谷
川
健
一
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。

　
発
生
時
間
に
合
わ
せ
て
、

「
祈
り
と
追
悼
」
の
時
間
を
設

定
。
東
日
本
大
震
災
で
失
わ
れ

た
命
や
福
島
第
一
原
発
事
故
で

奪
わ
れ
た
故
郷
、
生
活
な
ど
す

べ
て
の
も
の
に
思
い
を
馳
せ
よ

う
と
朗
読
劇
と
献
花
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｌ　
Ｆ
Ｌ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ　
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
中

川
敬
氏
が
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
い
、
参
加
者
全
員
で

「
福
島
を
忘
れ
る
な
」「
命
が
大

府
地
域
包
括
ケ
ア
構
想
ま
と
ま
る

真
に
必
要
な
入
院
・
在
宅
両
面
の
保
障
を

事
」「
再
稼
働
反
対
」

と
声
を
あ
げ
京
都
市

役
所
前
ま
で
デ
モ
行

進
を
行
っ
た
。
沿
道

の
人
々
に
は
「
原
発

事
故
を
二
度
と
繰
り

返
す
こ
と
な
く
、
核

と
原
発
の
な
い
世
界

を
子
ど
も
た
ち
に
手

渡
そ
う
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
つ
け
た
花

を
手
渡
し
、
原
発
反

対
を
訴
え
た
。

失われたすべてに
祈りをこめて

「
バ
イ
バ
イ
原
発
」の
横
断
幕
を

掲
げ
、沿
道
の
人
々
に
ア
ピ
ー
ル

昨
年
を
上
回
り
、2
5
0
0
人
が
参
集
し
た

飯舘村の
長谷川氏が訴え

い
か
と
の
危
惧
を
表
明
。

く
。

加
者
は

た
。
主
催
は
バ
イ
バ
イ
原
発

き
ょ
う
と
実
行
委
員
会
。

　
集
会
で
は
、
南
相
馬
市
か
ら

避
難
し
て
い
る
福
島
敦
子
氏
が

親
子
で
ス
ピ
ー
チ
。
差
止
め
訴

訟
弁
護
団
若
手
弁
護
士
の
鹿
島

啓
一
氏
と
、
飯
舘
村
酪
農
家
の

長
谷
川
健
一
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。

　
発
生
時
間
に
合
わ
せ
て
、

「
祈
り
と
追
悼
」
の
時
間
を
設

定
。
東
日
本
大
震
災
で
失
わ
れ

た
命
や
福
島
第
一
原
発
事
故
で

失われたすべてに祈りをこめて

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 4 月 1 0 日 第 2 9 9 7 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月 10日･25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト： https://healthnet.jp　　　アミスサイト： http://amis.kyoto

組
織
拡
大
特
集
号

　

本
号
は
京
都
府
保
険
医
協
会
に
未
入
会
の

開
業
医
・
勤
務
医
の
先
生
方
に
も
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
3
・
4
面
の
特
集
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
ぜ
ひ
ご
入
会
下
さ
い
。



　
協
会
は
山
科
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
2
月
9
日
に
開
催
。
地

区
か
ら
5
人
、
協
会
か
ら
6
人

が
出
席
し
、「『
2
0
1
8
年

度
に
予
定
さ
れ
る
医
療
大
転

換
』
に
ど
う
対
抗
す
る
か
？
」

等
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
山
科
医
師
会
の
紀
田
貢
会
長

な
が
ら
も
、
強
制
的
に
配
置
さ

れ
て
も
や
る
気
が
出
な
い
上
、

今
後
の
人
口
減
少
を
考
え
る
と

医
業
が
成
り
立
た
な
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
国
に
フ
リ
ー
ハ

ン
ド
を
与
え
る
の
は
危
険
。
新

規
開
業
を
抑
制
す
る
だ
け
で
な

く
、
す
で
に
開
業
し
て
い
て
も

廃
業
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

る
―
と
自
由
開
業
制
の
堅
持
を

求
め
る
意
見
が
相
次
い
だ
。

　
そ
の
中
で
緩
や
か
な
適
正
配

置
は
必
要
と
し
、
以
前
の
医
局

制
度
を
評
価
す
る
意
見
も
出
さ

れ
た
。
ま
た
患
者
の
フ
リ
ー
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
英
国
型

の
人
頭
制
を
念
頭
に
し
て
お

り
、
患
者
に
と
っ
て
は
受
診
が

二
度
手
間
に
な
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
安
価
で
医
療
を
提
供
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
等
、
制
限

す
べ
き
で
な
い
と
す
る
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
協
会
は
、
医
師

や
診
療
科
偏
在
は
自
由
開
業
の

制
限
に
直
結
さ
せ
る
べ
き
問
題

で
は
な
く
、
住
環
境
等
地
域
全

体
に
対
す
る
問
題
と
し
て
捉
え

た
政
策
立
案
が
必
要
。
国
が
適

正
配
置
に
関
与
す
る
と
い
う
こ

と
は
当
該
医
師
ら
の
生
活
全
体

を
も
保
障
す
る
こ
と
と
な
り
、

か
え
っ
て
コ
ス
ト
増
と
な
る
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

も
、
患
者
は
医
療
機
関
を
上
手

に
使
い
分
け
て
お
り
、
コ
ス
ト

増
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
制
限
す
べ

　
協
会
は
、
左
京
医
師
会
と
の

懇
談
会
を
2
月
18
日
に
開
催
。

地
区
か
ら
21
人
、
協
会
か
ら
6

人
が
出
席
し
た
。

　
左
京
医
師
会
の
伊
地
智
俊
晴

副
会
長
の
司
会
で
開
会
。
同
医

師
会
の
出
木
谷
寛
会
長
が
「
将

は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
登

場
し
賛
否
両
論
は
あ
っ
た
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
吹
き
飛
ん
だ
。
米
国
と

の
個
別
交
渉
に
よ
り
結
果
と
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
方
が
よ
か
っ
た
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
こ

と
を
願
う
と
あ
い
さ
つ
。
垣
田

理
事
長
も
、
医
療
に
と
っ
て
大

事
な
改
定
が
来
年
に
控
え
て
い

来
に
対
し
て
不
安
、
心
配
に

思
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
後
普

及
が
予
想
さ
れ
る
オ
ミ
ッ
ク
ス

医
療（
注
１
）、
ゲ
ノ
ム
医
療
な
ど

の
新
し
い
医
療
の
特
許
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

中
国
が
抑
え
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
我
々
の
医
療
費
が
ど

ん
ど
ん
海
外
に
流
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
国
民
の
健
康
を
守

る
た
め
に
は
致
し
方
な
い
と
い

う
意
見
も
あ
ろ
う
が
、
悲
し
い

思
い
を
持
つ
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
協
会
よ
り
鈴
木
由
一
副
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
、
各
部
会
か

ら
の
情
報
提
供
を
行
い
意
見
交

換
に
移
っ
た
。

　
ま
ず
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
遠
隔
診
療
」
に
つ
い

て
、
地
区
よ
り
「
遠
隔
診
療

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
医
療
機
関

で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。
例

え
ば
、
離
島
等
の
遠
隔
診
療

と
、
都
市
部
で
の
実
施
数
は
」

か
か
る
と
こ
ろ
の
人
件

費
を
減
ら
し
て
財
政
を

縮
小
し
て
い
く
と
い
う

発
想
し
か
な
い
の
が
問

題
だ
。
本
当
は
各
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
医

師
が
1
人
ず
つ
い
て
、

医
師
が
主
体
と
な
っ
て

衛
生
業
務
を
担
っ
て
も

ら
う
方
が
、
京
都
市
に

と
っ
て
は
良
い
は
ず

だ
。
し
っ
か
り
分
析
し
て
、
京

都
市
に
提
言
、
改
善
要
求
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
返
答
し

た
。

　
注
1
：O

m
ics

情
報
を
駆
使

し
て
、
疾
患
の
予
防
、
診
断
、

治
療
、
予
後
の
質
を
向
上
す
る

こ
と
を
目
指
す
医
科
学
研
究
の

名
称

　
注
2
：
厚
労
省
資
料
に
よ
れ

ば
、
14
年
9
月
分
で
、
遠
隔
画

像
診
断
の
導
入
病
院
数
は
1
3

3
5
機
関
、
同
診
療
所
数
は
1

7
9
8
機
関
、
遠
隔
病
理
診
断

の
導
入
病
院
数
は
2
2
6
機
関
、

同
診
療
所
数
は
8
0
8
機
関
、

遠
隔
在
宅
診
療
・
療
養
支
援
の

導
入
病
院
数
は
18
機
関
、
同
診

療
所
は
5
4
4
機
関
で
あ
っ
た

　
注
3
：
保
団
連
に
よ
る
厚
労

省
交
渉
時
の
発
言
よ
り
。
な
お
、

電
話
再
診
で
は
薬
剤
を
郵
送
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

る
。
し
っ
か
り
情
報
を

出
し
て
も
ら
い
、
意
見

を
言
え
る
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
山
科
医

師
会
の
出
席
者
か
ら
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
自
由
開
業
制
に
関

し
て
は
、
過
疎
地
等
の

医
師
不
足
は
課
題
と
し

と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。
協
会

か
ら
「
実
施
医
療
機
関
は
後
日

確
認
し
た
い（
注
２
）。
今
回
問

題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
都
市

型
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
像
・

音
声
に
よ
る
診
療
で
あ
り
、
特

に
薬
剤
の
取
扱
い
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
診
療
の

場
合
、
医
療
機
関
か
ら
の
薬
剤

の
郵
送
は
黙
認
さ
れ
て
い
る

（
注
３
）」
と
返
答
し
た
。

　
次
に
、「
京
都
市
の
子
ど
も

若
者
は
ぐ
く
み
局
創
設
、
保
健

セ
ン
タ
ー
・
福
祉
事
務
所
の
統

合
」
に
つ
い
て
、
地
区
よ
り

「
は
ぐ
く
み
局
構
想
を
見
る
と
、

従
来
の
縦
割
り
の
発
想
を
崩
し

て
横
断
的
な
発
想
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
悪
い
点
ば
か
り
で
は

な
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
協
会
は

「
は
ぐ
く
み
局
は
子
ど
も
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
見
て
い
く
と
し

て
い
る
が
、
障
害
が
あ
る
と
さ

れ
た
時
点
で
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
管
轄
と
な
り
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
は
な
い
。
障
害
の
有

無
で
区
別
さ
れ
て
し
ま
う
。
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
の
人
が
ど
こ
に

行
っ
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら

な
い
。
窓
口
が
一
つ
あ
る
だ

け
、と
い
う
感
じ
で
あ
り
、対
応

が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
協
会
と
し
て
注
視
し
て
、

し
っ
か
り
も
の
を
言
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
返
答
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
よ
り
「
京
都
市

の
行
政
医
が
10
年
間
で
半
減
以

上
と
急
速
に
減
少
し
て
い
る

が
、
京
都
市
は
そ
れ
を
補
う
つ

も
り
も
、
公
募
す
る
つ
も
り
も

き
で
な
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
新
専
門
医
制
度
や
総
合
診
療

専
門
医
に
つ
い
て
は
、
一
旦
目

指
し
た
専
門
科
を
途
中
で
変
更

す
る
と
い
っ
た
軌
道
修
正
が
で

き
な
い
の
は
問
題
と
制
度
の
欠

点
を
指
摘
す
る
声
が
上
が
っ
た

他
、
受
診
時
定
額
負
担
導
入
が

議
論
さ
れ
た
こ
と
や
診
療
報
酬

で
の
相
次
ぐ
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
評
価
を
念
頭
に
、
専
門
科

に
特
化
し
た
診
療
所
は
「
か
か

り
つ
け
医
」
に
な
り
に
く
い
。

総
合
診
療
専
門
医
を
制
度
化
し

て
も
患
者
を
紐
付
け
す
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
は
、
新
専
門
医
制
度
の

19
領
域
の
う
ち
、
臨
床
検
査
等

4
領
域
を
除
い
て
、
都
道
府
県

ご
と
に
そ
の
数
を
制
限
す
る
と

国
は
言
っ
て
お
り
、
自
由
開
業

制
と
も
関
係
し
得
る
問
題
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　
京
都
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
と

福
祉
事
務
所
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
医
師
会
へ
の
正
式
な
説
明

が
い
ま
だ
に
な
い
こ
と
が
判

明
。
地
区
か
ら
は
、
医
師
や
課

長
級
以
上
が
本
庁
に
集
約
さ
れ

る
等
地
域
に
お
け
る
機
能
縮
小

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

す
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
示
さ
れ

た
。

　
最
後
に
戎
井
浩
二
副
会
長

が
、
医
療
の
多
難
な
時
代
に

入
っ
て
久
し
い
が
、
変
え
な
い

と
い
け
な
い
部
分
が
あ
る
一

方
、
変
え
て
は
な
ら
な
い
部
分

も
あ
る
と
あ
い
さ
つ
。
今
後
も

開
業
医
と
し
て
の
意
見
を
国
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
の

認
識
で
一
致
し
、
更
に
意
見
交

換
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
総
務
省
は
、
5
月
に
市
区
町

村
か
ら
事
業
所
に
郵
送
さ
れ
る

住
民
税
の
「
特
別
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
」
に
、
従
業
員
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
を
指
示
し

て
い
る
。
市
区
町
村

が
指
示
通
り
に
実
施

す
れ
ば
、
医
療
機
関

を
含
む
事
業
者
に
厳

重
な
管
理
が
求
め
ら

れ
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
供
に
つ
い
て
法
令

は
、
個
人
に
提
供
義
務
を
負
わ

せ
る
規
定
は
な
く
、
あ
く
ま
で

任
意
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
提
出
し
な
い
従
業
員
に

と
っ
て
は
、
自
ら
の
意
思
に
反

し
て
事
業
者
に
管
理
が
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
の
動
き
を
受
け
て
協
会
は

2
月
、「
通
知
書
」
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
な
い
こ
と
な

ど
を
求
め
、
府
内
市
町
村
議
会

に
陳
情
書
、
市
町
村
長
宛
に
要

望
書
を
提
出
し
た
。
京
都
市
会

で
は
、
3
月
16
日
の
経
済
総
務

委
員
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

が
、
法
令
に
基
づ
き
従
業
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た

「
通
知
書
」
を
送
付
す
る
と
回

答
。
長
岡
京
市
議
会
で
は
、
総

務
産
業
常
任
委
員
会
で
審
査
さ

れ
た
結
果
、
陳
情
内
容
を
了
と

し
な
い
と
い
う
通
知
が
出
さ
れ

た
。

　
協
会
は
、
以
上
の
こ
と
を
ふ

ま
え
、
会
員
各
位
の
声
を
要
請

署
名
と
し
て
集
約
し
、
市
町
村

に
改
め
て
、
▽
「
通
知
書
」
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
な
い

こ
と
▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

す
る
場
合
で
も
、

一
部
を
ア
ス
タ
リ

ス
ク
で
表
示
す
る

な
ど
の
対
応
を
と

る
こ
と
―
を
求
め

た
い
。
ぜ
ひ
、
会

員
の
声
を
届
け
る
た
め
に
、
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。
詳
細
は
、
本
紙
に
同
封
し

て
い
る
署
名
用
紙
を
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

住
民
税「
通
知
書
」に
記
載
し
な
い
よ
う

求
め
る
署
名
に
ご
協
力
下
さ
い

な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
医
師

は
ラ
イ
ン
か
ら
離
れ
て
ス
タ
ッ

フ
職
に
な
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
下
が
っ
て
い
る
。
は

ぐ
く
み
局
一
本
化
で
、
京
都
市

の
保
健
医
療
行
政
自
体
が
か
な

り
危
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」「
医
療
関
係
の
権
限
を

持
っ
て
担
当
す
る
部
署
が
縮
小

す
る
の
は
問
題
が
あ
る
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
協
会
は
「
辞

職
を
考
え
て
い
る
保
健
セ
ン

タ
ー
の
医
師
も
い
る
。
市
役
所

に
集
め
ら
れ
て
、
現
場
か
ら
離

れ
た
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う

と
、
ま
す
ま
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
京
都
市
は
、
お
金
の

マイナンバー

自
由
開
業
制
の
堅
持
は
必
要

山
科
医
師
会
と
懇
談

2
月
9
日
　
山
科
医
師
会
事
務
所

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
山
科
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
27
人
で
開
催
さ

れ
た
左
京
医
師
会
と
の

懇
談

遠
隔
診
療
と
京
都
市
の
医
療
福
祉
行
政
で
意
見
交
換

左
京
医
師
会
と
懇
談

2
月
18
日
　
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
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政
府
は
、「
共
謀
罪
」
の
趣

旨
を
盛
り
込
ん
だ
組
織
的
犯
罪

処
罰
法
の
改
定
案
を
3
月
21
日

に
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
日
、

協
会
は
「
法
案
の
廃
案
を
断
固

求
め
る
」
理
事
長
談
話
を
発

表
。
翌
22
日
の
京
都
新
聞
が

「
京
滋
で
抗
議
の
声
」
の
中
で

こ
れ
を
紹
介
し
た
。

　
談
話
は
、「
国
際
条
約
批
准

に
必
要
」「
東
京
五
輪
の
テ
ロ

対
策
に
必
要
だ
」
と
の
政
府
説

明
は
、
国
民
を
誤
信
さ
せ
る
も

の
と
い
え
る
こ
と
。
捜
査
機
関

の
裁
量
次
第
で
一
般
市
民
も
対

「
共
謀
罪
」法
案
提
出
に
抗
議

基
本
的
人
権
の
侵
害
許
さ
ず

象
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
テ
ロ

や
犯
罪
と
無
縁
の
政
治
運
動
や

労
働
運
動
、
平
和
・
人
権
運
動

ま
で
対
象
と
な
る
懸
念
が
払
拭

で
き
な
い
こ
と
。
国
家
に
よ
る

市
民
監
視
が
進
み
、
密
告
社
会

も
招
き
か
ね
な
い
こ
と
な
ど
を

問
題
視
。
こ
の
よ
う
な
個
人
の

自
由
を
制
約
し
、
基
本
的
人
権

を
侵
害
す
る
恐
れ
が
強
い
法
の

創
設
を
到
底
看
過
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
、
同
法
の
廃
案
を

求
め
た
。



　
協
会
は
こ
の
度
、
勤
務
医
の

先
生
方
に
共
済
制
度
を
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、「
共
済
制
度

利
用
勤
務
医
会
員
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

　
対
象
は
、
開
設
・
管
理
者
を

除
く
京
都
府
内
で
診
療
等
に
従

事
す
る
病
院
勤
務
医
で
、
会
費

は
3
5
0
0
円
と
低
く
設
定
。

協
会
機
関
紙
（
京
都
保
険
医
新

聞
本
紙
）
の
み
送
付
（
点
数
改

定
関
連
の
冊
子
等
は
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
）
を
行
い
、
共
済
制

度
や
各
種
相
談
室
の
利
用
、
勤

務
医
向
け
講
習
会
へ
の
参
加
が

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
選
挙

権
、
被
選
挙
権
は
認
め
ず
、
総

会
に
出
席
す
る
権
利
を
有
し
ま

せ
ん
。

　
す
で
に
協
会
に
ご
入
会
い
た

だ
い
て
い
る
病
院
勤
務
医
会
員

各
位
も
、
ご
希
望
で
あ
れ
ば

「
共
済
制
度
利
用
勤
務
医
会
員
」

へ
の
変
更
を
受
け
付
け
ま
す
。

変
更
を
ご
希
望
の
際
は
、
協
会

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
所
定

の
変
更
届
の
ご
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
以
前

よ
り
勤
務
医
各
位
か
ら
ご
希
望

の
多
か
っ
た
保
険
料
の
安
価
な

「
グ
ル
ー
プ
保
険
」
を
導
入
。

保
険
医
共
済
会
（
現
在
、
16
府

県
の
保
険
医
協
会
・
保
険
医
協

同
組
合
が
加
盟
）
の
取
扱
い
と

し
、
こ
の
4
月
よ
り
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
保
険
の
加
入

ス
タ
ー
ト
は
17
年
8
月
1
日
付

で
、
以
後
、
中
途
加
入
も
随
時

受
け
付
け
、「
共
済
制
度
利
用

勤
務
医
会
員
」
だ
け
で
な
く
、

研
修
医
会
員
を
除
く
全
て
の
会

員
に
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
入
会
・
各
種
共
済
制
度
の
お

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
は
、

協
会
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
く

か
、
協
会
・
ア
ミ
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
協
会
：https://

healthnet.jp/
、ア
ミ
ス
：

http://am
is.kyoto/

）

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
協
会
の
ワ
イ
ン
講
座
に
初
め

て
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
京
都
の
「
ア
ー

ク
ハ
ー
ト
」
で
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
ダ
ブ
ル

マ
グ
ナ
ム
で
し
た
。
普
通
の
ワ

イ
ン
ボ
ト
ル
（
ブ
テ
イ
ユ
）
は

容
量
7
5
0
ml
で
す
が
、
2
倍

の
1
5
0
0
ml
が
マ
グ
ナ
ム
、

そ
し
て
4
倍
の
3
0
0
0
ml
が

五
感
を
総
動
員
し
て
満
喫

 

田
代
　
博
（
右
京
）

　
協
会
は
、
2
月
18
日
に
ワ
イ
ン
講
座
を
開
催
。
山
本

博
医
師
を
講
師
に
迎
え
、
各
ワ
イ
ン
の
解
説
と
試
飲
を

楽
し
ん
だ
。
参
加
者
は
33
人
。
以
下
、
参
加
記
を
掲
載

す
る
。 名

門
ワ
イ
ン
を
存
分
に
堪
能

 

ワ
イ
ン
講
座
開
く

感
を
、
そ
し
て
の
ど
ご
し
を
楽

し
む
。
五
感
を
総
動
員
し
て
こ

そ
、
ワ
イ
ン
の
良
さ
を
満
喫
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
白
ワ
イ
ン
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

の
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ソ
ゼ
で

す
。
名
門
を
引
き
継
い
で
質
の

高
い
ワ
イ
ン
造
り
を
続
け
て
い

る
シ
ャ
ル
ド
ネ
1
0
0
％
の
ワ

イ
ン
で
す
。
ダ
ブ
ル
マ
グ
ナ
ム

は
2
0
0
6
年
産
、
ブ
テ
イ
ユ

は
2
0
1
4
年
産
で
し
た
。

　
赤
ワ
イ
ン
は
ボ
ル
ド
ー
の

シ
ャ
ト
ー
・
モ
ン
・
ペ
ラ
。メ
ル

ロ
ー
種
中
心
の
ワ
イ
ン
で
す
。

近
年
一
躍
有
名
に
な
っ
た
シ
ャ

ト
ー
で
す
。
ダ
ブ
ル
マ
グ
ナ
ム

は
2
0
1
1
年
産
、
ブ
テ
イ
ユ

は
2
0
1
3
年
産
で
し
た
。

　
な
お
、
ダ
ブ
ル
マ
グ
ナ
ム
の

お
値
段
は
ブ
テ
イ
ユ
の
8
倍
だ

そ
う
で
す
。

　
各
ワ
イ
ン
を
試
飲
の
後
、
ホ

テ
ル
の
フ
ル
コ
ー
ス
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
も
う
一
度
、
各

ワ
イ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
総
勢
33
人
で
、
1
万
1
2
5

0
ml
、
1
人
当
た
り
3
4
0
ml

も
あ
っ
た
の
で
、
一
部
飲
み
切

れ
ず
残
念
で
し
た
。
私
た
ち
の

よ
う
に
初
め
て
参
加
し
た
者

も
、
何
回
も
参
加
さ
れ
て
い
る

方
々
と
も
ど
も
、
十
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。謝
々
。

す
。
ソ
ム
リ
エ
の
方
も
重
す
ぎ

て
こ
ぼ
し
た
り
グ
ラ
ス
を
倒
し

た
り
し
な
い
よ
う
気
を
使
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
会
総
会
懇
親
会
で
も
お
な

じ
み
の
山
本
博
氏
の
解
説
に
よ

り
、ま
ず
は
シ
ャ
ン
パ
ン
で
す
。

　
銘
柄
は
ロ
ー
ラ
ン
ペ
リ
エ
。

シ
ャ
ル
ド
ネ
種
を
多
く
使
い
、

他
社
に
先
駆
け
て
ス
テ
ン
レ
ス

タ
ン
ク
で
の
醸
造
を
始
め
た
名

門
で
す
。

　
色
は
輝
き
の
あ
る
イ
エ
ロ
ー

ゴ
ー
ル
ド
。
細
か
い
泡
立
ち
が

き
れ
い
で
す
。
目
で
色
を
、
耳

で
泡
の
音
を
、
鼻
で
香
り
を
、

舌
で
味
を
、
唇
で
グ
ラ
ス
の
触

お忘れなく!!

　協会は、診療から日常生活までのあらゆ
るリスクをサポートする共済制度を備え、
日々の相談業務に力を注ぎ、会員のお役に
立つよう尽力いたします！
　お気軽に、何でもご相談下さい。
京都府保険医協会　副理事長　鈴木 由一

―「
グ
ル
ー
プ
保
険
」
の
ご
利
用
を
―

〝
共
済
制
度
利
用
勤
務
医
会
員
〞を
新
設

　私は勤務医として働いてきましたが、ずっと病院にいるような生活
で自分の将来設計、特に老後まで視野に入れたマネープランにしっか
り向き合ってきたとは言えませんでした。
　40歳ごろだったでしょうか、今でいうファイナンシャルプランナー
に当たる人から勧められたのを契機に、妻と相談して京都府保険医協
会の保険医年金に加入しました。そこで知ったことは保険医協会には
様々な融資制度があり、それらが大変使いやすいことでした。勤務医
向けの子どもの教育資金、自宅改修などに使える資金だけでなく、利
用目的が限定されない自由ローンなどです。低利ですので私もいくつ
か利用させていただきました。
　『月刊保団連』（2017年3月号）に「保険医のマネープランを考え
る」という対談が掲載されています。勤務医にとって老後まで含めた
マネープランはますます大切になってきている時代です。勤務医の先
生方も京都府保険医協会に加入され、ご自分の生涯設計に協会の制度
を活用されてみてはいかがでしょうか。自信をもってお勧めします。
 （勤務医会員）

　日本の勤務医は、診療には極めて熱心だがそれ以外の保険診療や医
療制度には全く無関心というのが実情であろう。私もレセプト査定に
対して、医事課から再審査請求書類を持ち込まれ「患者のため」など
医学的にも保険診療上も的外れな主観的症状詳記を書いてきた。そん
な中、ある紛争事例を通じて初めて保険医協会を知り、熱心で論理的
な対応に啓発され、保険診療を自覚するに至った。それ以来保険医協
会に加入し、様々な事業にも触れ、この低金利の時代に極めて有利な
「保険医年金」（一定期間後は引き出しも自由で預金と同等と理解し
た）を知り、早速契約した。住宅や自動車購入の融資も受けられる。
私は考えなかったが、開業資金の融資も、さらに実際開業に際しての
諸課題（特に「新規個別指導」対策）にも対応してもらえる。これら
共済制度の利用を中心とした新しい勤務医会員制度が発足するとい
う。勤務医になくてはならない存在として期待している。
 （勤務医会員）

ダ
ブ
ル
マ
グ
ナ
ム
で
す
。
ワ
イ

ン
の
重
さ
が
約
3
㎏
、
ボ
ト
ル

も
約
3
㎏
で
計
6
㎏
の
重
さ
で

解説を聞きながらお楽しみのテイスティング

ワ
イ
ン
を
解
説
す
る
山
本
氏

保険医のマネープランが大切な時代へ

勤務医にもなくてはならない存在に

グループ保険（死亡・後遺障がい保障）始めます!!
　協会では、新たな共済制度としてグループ保険（生命保険）の
取扱いを開始します。４月より募集し、加入は８月１日より随時
です。ぜひ加入をご検討下さい。詳細は協会事務局まで。

※ グループ保険お申込みの場
合は、「保険医共済会」の
入会金が必要（初回掛金と
ともに1,000円徴収）

「グループ保険」にご
加入いただくと、さら
に先進医療費用補償に
本人負担０円でお申込
みできます
（保険医共済会福利厚生制度
として）

◎安い掛金で大きな保障
例えば、35歳男性の先生の場合

◎医師の診査はなく、健康状態等の告知による申込み
書面告知で申込みは簡単！
協会事務局の対応も親切・丁寧

◎余剰金が生じたときは１年ごとに配当金
これまでのグループ保険の配当実績
最近３年平均　27％

4,000万円保障で
月額 3,760円

Ⓒもへろん

病院は事故に
どのように対処するか
～現場での体験を踏まえて～

医療安全担当者交流会

日　時 5月30日（火）
 午後２時～
場　所 京都府保険医協会・
 ルームＡ～Ｃ
演　者 阪南中央病院医療安全管理部
 患者情報室「とまり木」
 北田 淳子 氏

参加費 無料　定員 60人 要申込

お申込は
協会まで
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文化企画



ドクターライフをトータルサポート!

研修医になる

結婚

お子様誕生

マイホーム購入

新規開業

医院改築

※本紙に
　同封しています。

保険医年金の
受取開始

お子様大学入学

往診用自動車購入

※本紙に
　同封しています。24歳

80歳

58歳

55歳

48歳47歳
45歳

32歳

医師賠償
責任保険

新規開業資金
休業補償制度
医師賠償責任保険
個人情報漏えい保険

リース制度
集団扱自動車保険

保険医年金

提携住宅ローン
集団扱火災保険

こども
総合保険

医院改築
設備資金

子弟
教育資金

グループ保険
生命保険
自由ローン

　保険医協会の共済制度は、 「こんな制度があったらいいな」 と

いう会員医師の声を基に、 医師自らが各社と提携して作り上げ

たものです。 会員医師に限定した制度だからこそ、 他の類似商

品に比べて大きな補償や割安な保険料を実現。 医師とご家族の

生活に “安心” をお届けします。

　各種制度の詳細は同封の 「事業のご案内」 をご覧いただく

か、 保険医協会にお問い合わせ下さい。

勤務医のための講習会【資産運用編】
自分なりのマネープランを作成する

日　時 5 月21日（日）午後２時～３時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容  自分自身の収入と支出を見直し、保有資産を確認することから、ライ

フプランを立案する流れをわかり易く説明。目的に合った商品を検討
することで、自分なりのマネープランを作成する考え方を紹介します。

講　師 京都銀行　個人営業部　審議役　太田 英治 氏
参加費 会員および当日ご入会いただける方は無料
 非会員は3,500円

協会事業はホームページでもご確認いただけます
有限会社アミス

http://www.amis.kyoto/http://www.amis.kyoto/京都府保険医協会
https://healthnet.jp/

こんなことを
やっています！ 協会の文化企画

京都を中心に、
近畿の史跡・名跡を
訪ね歩きます。

アロマテラピーの講習会やクリスマ
スリースの作成など。毎回、いろん
なテーマで企画しています。

京響メンバーによる演奏を楽しめるひとときです。

ワインの解説はもちろん、テイスティングも！
食事とともにワインを楽しみます。

文化ハイキング

文化講習会

サロンコンサート

酒蔵見学と試飲会をセットにした企画です。
日本酒講座

ワイン講座

ライブハウス「ル・クラブ・ジャズ」での演奏会。
最後には参加者も演奏に飛び入り参加！

ジャズを楽しむ会

要申込
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成
長
依
存
で
は
な
い

社
会
を
め
ざ
す
べ
き

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
機
能
し
て

い
な
い
こ
と
は
皆
分
か
っ
て
い

る
。
最
も
大
き
な
問
題
は
、
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
国
民
が
支
持

し
て
い
る
こ
と
だ
。
成
長
に
依

存
し
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い

社
会
で
は
、
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
と
思
う
人
を
信
じ
る
以
外
に

道
は
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　
だ
か
ら
、「
脱
成
長
」
論
と

も
異
な
る
、
成
長
に
依
存
し
な

く
て
も
よ
い
社
会
の
姿
を
対
抗

軸
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
政

治
が
大
事
で
、
そ
れ
こ
そ
が
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
一
番
の

批
判
に
な
る
。

財
政
赤
字
の
要
因
は
社

会
保
障
で
は
な
く
税
収

　
日
本
政
府
の
債
務
残
高
は
非

常
に
大
き
い
。 

　
「
支
出
を
こ
れ
以
上
増
や
す

と
、
財
政
赤
字
が
増
え
て
大
変

な
こ
と
に
な
る
」
と
批
判
し
て

い
る
人
は
多
い
が
、
統
計
的
に

見
る
と
政
府
の
財
政

支
出
の
規
模
と
債
務

残
高
に
は
関
係
が
な

い
（
図
1
）。

　
ま
た
、
統
計
的
に

は
労
働
者
の
中
に
占

め
る
公
務
員
の
割
合

と
債
務
残
高
と
は
関

係
が
な
い
。
因
果
関

係
は
な
い
が
、
日

本
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ

　
協
会
が
企
画
し
て
い
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
政
治
は
変
え
ら
れ
る
」（
5
月
13
日
開
催
予
定
、
7
面
に
案
内
）
で
、
慶
應
義

塾
大
学
経
済
学
部
教
授
の
井
手
英
策
氏
に
「
脱
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
潮
流
と
課
題
―
新
し
い
ル
ー
ル
を
求
め
て 

―
」
と

題
し
た
講
演
を
お
願
い
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
井
手
氏
の
ご
紹
介
も
兼
ね
て
、
16
年
11
月
の
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
政

策
研
究
会
「
日
本
の
財
政
改
革　
成
長
依
存
社
会
か
ら
の
脱
却
」
講
演
録
を
転
載
す
る
。

二
つ
あ
る
。
税
収
と
公
共
事
業

だ
。
こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
が

大
き
く
削
ら
れ
、
90
年
代
後
半

以
降
、
財
政
を
規
定
し
て
い
る

の
は
税
収
で
あ
る
。「
財
政
赤

字
は
社
会
保
障
費
の
増
加
で
増

え
る
」
と
思
い
が
ち
だ
が
、
財

政
が
赤
字
か
黒
字
か
と
い
う
こ

と
に
社
会
保
障
が
寄
与
す
る
割

合
は
小
さ
く
、
本
当
に
大
き
い

の
は
税
収
だ
。
つ
ま
り
、
日
本

の
財
政
赤
字
は
、
税
収
が
足
り

な
い
こ
と
が
問
題
と
考
え
る
ほ

う
が
正
し
い
。

　
各
国
の
税
負
担
率
を
見
る

と
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

こ
と
は
政
府
の
責
任
で
は
な

い
」
と
い
う
問
い
に
「
そ
う
思

う
」
と
答
え
る
日
本
人
の
割
合

は
非
常
に
高
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
格

差
に
関
心
の
な
い
社
会
を
つ
く

り
だ
し
て
い
る
。

　
根
底
に
あ
る
の
は
「
信
頼
」

と
い
う
問
題
だ
。
も
し
人
間
を

信
じ
て
い
な
い
な
ら
、
そ
の
人

を
助
け
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う

か
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
も

し
貧
し
い
人
を
信
じ
て
い
な
け

れ
ば
、「
あ
い
つ
ら
は
昼
間
か

ら
酒
を
飲
み
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を

す
る
に
ち
が
い
な
い
。
金
を
出

す
の
は
お
か
し
い
。
働
か
せ

ろ
」
と
な
る
。

　
人
間
を
信
じ
て
い
な
け
れ

ば
、
政
治
家
の
こ
と
も
信
じ
な

い
だ
ろ
う
。す
る
と「
お
前
ら
無

駄
遣
い
を
し
て
い
る
。
増
税
の

前
に
無
駄
を
な
く
せ
」と
言
う
。

　
類
推
で
き
る
の
は
、
日
本
人

は
人
に
対
す
る
信
頼
度
が
低
い

の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
図
3
は

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
（
国
際
社
会
調
査
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
で
「
人
間
は
信
頼

で
き
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割

合
だ
。
こ
れ
を
見
る
と
、
日
本

は
下
か
ら
3
番
目
だ
。
日
本
は

慶應義塾大学経済学部
井手 英策 教授

【いで えいさく】1972年生。95
年東京大学経済学部卒、2000年
同大学院経済学研究科博士課程
単位取得退学、日本銀行金融研
究所、東北学院大学、横浜国立
大学にて奉職後、09年度より現
職。2015年『経済の時代の終
焉』で大佛次郎論壇賞受賞。

協
力
開
発
機
構
）
平

均
よ
り
も
低
い
。
平

均
ま
で
近
づ
け
る
の

に
必
要
な
お
金
は
約

20
兆
円
だ
。
社
会
保

険
料
の
負
担
率
を
足

し
て
も
、
さ
ら
に
消

費
税
を
12
％
に
ま
で

上
げ
な
け
れ
ば
平
均
に
な
ら
な

い
。

　
私
た
ち
は
「
財
政
支
出
の
何

が
無
駄
か
、
誰
が
無
駄
遣
い
を

し
て
い
る
か
」
ば
か
り
を
議
論

し
て
き
た
が
、
正
し
い
問
い
は

「
な
ぜ
日
本
で
は
、
増
税
が
で

き
な
い
の
か
」
だ
ろ
う
。

な
ぜ
日
本
で
は
増
税

で
き
な
い
の
か

　
「
格
差
是
正
は
政
府
の
責
任

で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対

し
、「
政
府
の
責
任
だ
」「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
政
府
の
責
任

だ
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
、

日
本
は
下
か
ら
6
番
目
だ
（
図

2
）。
ま
た
、「
貧
し
い
家
庭
の

学
生
に
経
済
的
援
助
を
与
え
る

ア
な
ど
債
務
危
機
と
言
わ
れ
る

国
は
、
他
の
国
に
比
べ
て
む
し

ろ
公
務
員
は
少
な
い
。「
財
政

赤
字
を
減
ら
す
た
め
に
公
務
員

の
人
件
費
を
削
れ
」
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
全
く
根
拠
の
な
い

意
見
だ
。

　
政
府
の
財
政
支
出
や
公
務
員

数
な
ど
を
見
る
と
、
日
本
は
相

対
的
に
小
さ
な
政
府
で
、
他
国

よ
り
無
駄
遣
い
は
少
な
い
。
ま

す
ま
す
小
さ
な
政
府
に
す
る
こ

と
で
、
本
当
に
世
界
最
高
の
借

金
を
返
せ
る
の
か
、
ま
じ
め
に

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

　
財
政
赤
字
の
決
定
的
要
因
は

か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
も

「
非
常
に
」も
し
く
は「
か
な
り
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
も
56
カ

国
中
42
位
だ
。
明
ら
か
に
政
府

も
信
じ
て
い
な
い
。

　
人
間
も
政
府
も
信
じ
て
い
な

い
社
会
を
私
た
ち
は
生
き
て
い

る
の
だ
。

　
人
間
を
信
じ
て
い
な
い
割
合

と
税
収
の
少
な
さ
に
は
、
き
れ

い
な
相
関
関
係
が
あ
る
（
図

4
）。
要
す
る
に
人
間
を
信
じ

な
い
社
会
は
税
が
取
れ
な
い
。

貧
し
い
人
を
信
じ
て
い
な
い
な

ら
ば
、「
そ
ん
な
奴
の
た
め
に
税

を
払
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

働
け
」
と
論
理
的
に
言
え
ば

な
っ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

「
分
断
社
会
」
日
本

　
別
の
統
計
で
は
、「
ど
れ
ぐ

ら
い
自
由
を
感
じ
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
へ
の
肯
定
的
な
答
え

は
58
カ
国
中
52
番
目
、
調
査
年

度
は
違
う
が
「
自
分
の
人
生
は

自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
か
」
と

と
答
え
た
人
の
割
合
は
最
下
位

だ
。「
自
国
に
人
権
へ
の
敬
意

が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
で

は
、
52
カ
国
中
34
番
目
だ
。

　
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、

「
社
会
」
と
い
う
言
葉
が
非
常

に
軽
く
聞
こ
え
る
。

　
私
た
ち
は
平
気
で
「
日
本
社

会
」「
日
本
国
民
」
と
言
う

が
、
人
間
が
集
ま
っ
て
い
る
だ

け
で
は
「
社
会
」
や
「
国
民
」

と
は
言
わ
な
い
。
あ
る
一
つ
の

価
値
を
分
か
ち
合
っ
た
と
き
に

初
め
て
そ
の
集
団
は
社
会
、
国

民
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
と
こ
ろ
が
平
等
や
自
由
、
愛

国
心
、
人
権
な
ど
、
人
類
が
と

き
に
は
血
を
流
し
勝
ち
取
っ
て

き
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
私

た
ち
は
分
か
ち
合
お
う
と
は
し

て
い
な
い
。
こ
の
集
団
を
果
た

し
て
社
会
と
呼
ぶ
の
か
。

　
私
は
こ
の
よ
う
に
社
会
が
社

会
た
り
得
る
価
値
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
「
分
断
社
会
」
と
い

う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。

先
進
国
の
中
で
は
一
番
人

を
信
頼
し
て
い
な
い
国
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
割
合
は
、
格
差
と

統
計
的
に
有
意
に
関
係
が

あ
り
、「
信
頼
で
き
る
」と

答
え
た
人
の
割
合
が
多
い

「
信
頼
社
会
」は
格
差
が
小

さ
く
、「
信
頼
で
き
な
い
」

と
答
え
て
い
る
社
会
で
は

格
差
が
大
き
い
。
こ
れ
は

他
の
統
計
で
も
同
じ
だ
。

　
「
政
府
を
信
頼
し
ま
す

政
策
研
究
会 「
日
本
の
財
政
改
革 

成
長
依
存
社
会
か
ら
の
脱
却
」 講
演
録

分
断
社
会
を
終
わ
ら
せ
よ
う

い
う
問
い
で
は
60
カ
国
中
59
番

目
だ
。

　
愛
国
心
は
ど
う
か
。「
自
国

の
戦
争
の
た
め
に
喜
ん
で
戦
う

か
」
と
い
う
質
問
に
「
は
い
」

「
勤
労
国
家
」 か
ら 

「
袋
叩
き
の
政
治
」 へ

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
社
会
状
況

が
生
ま
れ
た
の
か
？

　
私
は
日
本
の
福
祉
国
家
の
こ

と
を
「
勤
労
国
家
」
と
言
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
勤
労
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
福
祉
国
家
だ
。

　
「
勤
労
」
と
い
う
言
葉
は
戦

争
中
に
定
着
し
た
。
戦
争
中
、

「
勤
労
動
員
」「
勤
労
奉
仕
」
な

ど
と
言
わ
れ
、
多
く
の
人
び
と

が
大
変
な
目
に
あ
っ
た
の
で
、

普
通
、
戦
争
が
終
わ
れ
ば
「
勤

労
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
す
と

思
う
が
、
日
本
人
は
な
く
さ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
憲
法
27
条
に

は
「
勤
労
の
義
務
」
が
盛
り
込

ま
れ
た
。
こ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

が
い
か
に
も
日
本
的
だ
。

　
戦
後
、「
勤
労
国
家
」
を
作

り
上
げ
た
の
は
池
田
勇
人
だ
。

彼
の
著
書
『
均
衡
財
政
』
に

「
私
た
ち
に
必
要
な
政
策
は
、

一
つ
は
勤
労
所
得
者
へ
の
（
所

得
税
）
減
税
、
も
う
一
つ
は
公

共
事
業
に
よ
る
勤
労
機
会
の
保

障
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
要
す

る
に
、
勤
労
し
た
立
派
な
民
に

は
税
を
還
そ
う
、
そ
し
て
社
会

保
障
は
贅
沢
す
ぎ
る
か
ら
公
共

事
業
で
仕
事
の
機
会
を
与
え
、

勤
労
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と

だ
。
勤
労
を
終
え
た
高
齢
者
は

立
派
な
の
で
報
償
が
必
要
で
、

そ
の
報
償
が
年
金
と
医
療
だ
。

だ
か
ら
日
本
の
社
会
保
障
は
年

金
と
医
療
が
か
な
り
の
部
分
を

占
め
て
い
る
。
一
方
、
現
役
世

代
は
自
分
で
働
い
て
何
と
か
し

ろ
、
そ
の
上
で
勤
労
で
き
な
い

人
た
ち
だ
け
は
救
済
し
て
や
る

と
い
う
形
の
福
祉
国
家
が
成
立

し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
の
貯
蓄
率
は

先
進
国
最
高
に
な
る
が
、
理
由

は
貯
蓄
し
な
い
と
生
き
て
い
け

な
い
か
ら
だ
。
だ
か
ら
「
成
長

神
話
」
な
の
だ
。
成
長
し
て
貯

蓄
し
て
い
か
な
い
と
人
間
ら
し

く
生
き
て
い
け
な
い
社
会
を
、

私
た
ち
は
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
世
帯
所
得
は
戦
後
ず
っ
と
増

え
つ
づ
け
て
き
た
が
、
97
〜
98

年
以
降
減
少
に
転
じ
て
い
る
。

こ
の
頃
か
ら
正
社
員
の
数
が
減

り
、
非
正
規
雇
用
の
数
が
増

え
、
今
で
は
労
働
者
の
4
割
が

非
正
規
雇
用
と
な
っ
た
。
人
件

費
の
総
額
は
90
年
代
半
ば
頃
で

頭
打
ち
に
な
り
、
以
後
横
ば
い

に
な
っ
た
。

　
一
方
、
98
年
を
底
に
、
企
業

の
経
常
利
益
は
上
が
っ
て
い

き
、
経
常
利
益
は
増
え
る
が
人

件
費
が
増
え
な
い
と
い
う
状
況

が
始
ま
っ
た
。

　
企
業
は
、
ず
っ
と
借
り
入
れ

超
過
だ
っ
た
が
、
97
〜
98
年
を

境
に
貯
蓄
超
過
に
な
っ
た
。
戦

後
初
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
企

業
は
借
り
入
れ
を
し
て
設
備
投

資
し
て
い
た
が
、
内
部
留
保
で

投
資
す
る
よ
う
に
な
り
、
投
資

の
た
め
の
資
金
を
手
元
に
残
す

た
め
に
人
件
費
を
削
っ
た
。
こ

の
時
期
を
境
に
家
計
部
門
の
貯

蓄
が
減
っ
て
き
た
。
企
業
が
人

件
費
を
削
っ
た
た
め
、
労
働
者

が
貯
蓄
で
き
な
く
な
っ
た
の

だ
。
日
本
は
「
勤
労
国
家
」
で

あ
り
な
が
ら
、
働
い
て
も
貯
蓄

が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

 

（
6
面
に
続
く
）

図２　格差是正への関心は薄い
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　　　信頼できるという回答の割合

図４　不信社会＝税の取れない社会

図１　一般政府支出と公的債務残高の関係
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人
間
の
尊
厳
守
る

相
利
共
生
社
会
を

　
究
極
的
に
は
、
生
活
保
護
を

な
く
し
た
い
。
生
活
保
護
は
受

け
る
人
に
と
っ
て
、
非
常
に
大

き
な
屈
辱
と
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
私
た
ち
は
生
活
保
護
受
給

者
を
「
助
け
て
や
っ
て
い
る
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
も
し
医
療
費
窓
口
負
担
が
な

く
な
れ
ば
、
医
療
扶
助
な
ど
不

要
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
で
生
活

保
護
費
の
4
割
が
な
く
な
る
。

介
護
や
教
育
も
無
償
化
し
て
い

け
ば
、
生
活
保
護
費
で
残
る
の

は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
食
事

を
す
る
お
金
、
生
活
費
だ
け
に

な
る
。

　
こ
れ
を
実
現
す
る
の
が
、
人

間
の
必
要
を
満
た
し
て
い
く

「
必
要
の
政
治
」
だ
。

　
成
長
に
依
存
し
、
自
分
自
身

で
働
い
て
お
金
を
貯
め
て
、
な

ん
と
か
食
べ
て
い
く
社
会
。
そ

し
て
お
年
寄
り
と
現
役
世
代
が

負
担
と
給
付
を
め
ぐ
っ
て
い
が

み
合
う
よ
う
な
社
会
。
そ
ん
な

自
己
責
任
の
社
会
で
は
な
く

て
、
お
互
い
の
利
益
に
な
る
こ

と
を
考
え
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
だ
。

　
よ
く
共
生
と
い
う
言
葉
を
使

う
が
、
片
方
が
受
益
者
で
、
片

方
が
負
担
者
に
な
る
関
係
は
共

生
で
は
な
く
寄
生
だ
。
そ
う
で

は
な
く
相
利
共
生
、
お
互
い
に

利
益
が
あ
る
中
で
人
間
が
共
に

生
き
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

切
だ
。
そ
し
て
同
時
に
私
た
ち

が
目
的
だ
と
思
っ
て
い
た
財
政

再
建
で
あ
れ
、
経
済
成
長
で
あ

れ
、
格
差
是
正
で
あ
れ
、
そ
れ

ら
を
目
的
で
は
な
く
、
予
想
せ

ぬ
結
果
と
し
て
次
々
に
生
み
出

し
て
い
く
よ
う
な
創
発
型
の
社

会
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

「
品
位
あ
る
保
障
」 を

　
私
の
モ
デ
ル
で
は
、
国
は
生

存
権
の
保
障
を
担
う
の
だ
か

ら
、
貧
困
層
に
対
し
て
現
金
給

付
を
し
、
財
源
は
累
進
的
な
税

で
行
う
が
、
現
在
の
よ
う
に

「
最
低
限
の
保
障
」
と
い
う
言

葉
は
絶
対
に
使
う
べ
き
で
は
な

い
。「
品
位
あ
る
保
障
」
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

し
な
い
と
保
守
層
が「
最
低
限
」

と
い
う
言
葉
を
再
定
義
し
、
ど

ん
ど
ん
切
り
下
げ
て
い
く
。

　
地
方
レ
ベ
ル
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
全
住
民
に
提
供

す
る
。
そ
の
際
、
最
も
大
切
な

サ
ー
ビ
ス
は
幼
少
期
に
お
け
る

も
の
だ
。
ど
ん
な
家
に
生
ま

れ
、
ど
ん
な
才
能
を
持
っ
て
い

る
か
は
、
全
て
運
だ
。
運
で
自

分
の
一
生
が
決
ま
る
の
は
、

「
か
わ
い
そ
う
」で
は
な
く「
理

不
尽
」
だ
。
そ
の
「
理
不
尽
」

と
は
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
運
に
よ
っ
て
不
平
等
な
取

り
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る

な
ら
ば
、
そ
こ
を
徹
底
的
に
正

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
上
で
、
人
々
に
は
競
争

の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
、
競

争
の
結
果
、
も
し
格
差
が
生
ま

れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
許
容

で
き
る
格
差
で
は
な
い
か
。
た

だ
、
競
争
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
、

運
悪
く
失
敗
す
る
人
が
い
る
。

そ
う
し
た
人
に
対
し
て
は
、

「
最
低
限
の
保
障
」
で
は
な
く
、

「
品
位
あ
る
保
障
」
に
よ
っ

て
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
自
分
の
人
生

を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
、
自
由
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　
幼
少
期
に
お
け
る
社
会
保
障

の
充
実
、
特
に
就
学
前
教
育
の

無
償
化
は
、
結
果
的
に
経
済
も

成
長
さ
せ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
や
Ｉ

Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
は
ジ
ニ
係
数

が
3
％
悪
化
す
る
と
、
つ
ま
り

貧
し
い
人
が
増
え
る
と
、
25
年

に
わ
た
っ
て
成
長
率
が
0
・
35

％
下
が
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
な

く
な
り
、
同
時
に
女
性
も
就
労

で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
子
ど

も
を
学
校
に
行
か
せ
て
教
育
水

準
を
高
め
る
と
と
も
に
、
才
能

あ
る
女
性
が
就
労
す
る
こ
と
で

経
済
は
成
長
す
る
。

社
会
保
障
に
使
わ
れ

な
い
消
費
税
増
税
分

　
2
0
1
4
年
に
消
費
税
を
5

％
か
ら
8
％
に
増
税
し
た
が
、

増
税
で
得
ら
れ
た
財
源
5
兆
円

の
う
ち
、
社
会
保
障
の
充
実
に

使
わ
れ
た
の
は
5
0
0
0
億
円

で
、
残
り
9
割
は
債
務
の
返
済

に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
政
府
は
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
が
、
た
と
え

ば
5
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

て
得
ら
れ
る
財
源
の
せ
め
て
半

分
を
社
会
保
障
に
回
す
と
、
ま

ず
幼
稚
園
と
保
育
園
が
無
償
化

で
き
る
。
す
べ
て
の
大
学
の
学

費
も
無
料
化
で
き
る
。
介
護
保

険
の
1
割
負
担
も
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
。こ
れ
が
消
費
税
2・

5
％
増
税
と
い
う
言
葉
の
意
味

だ
。
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で
す

べ
て
た
だ
に
な
っ
て
、
介
護
の

利
用
料
も
た
だ
に
な
る
。
そ
れ

で
も
、
1
0
0
円
の
ジ
ュ
ー
ス

が
1
0
5
円
に
な
る
の
は
嫌
だ

と
言
う
だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
政
府
は
、
3
％
も

消
費
税
を
引
き
上
げ
た
の
に
、

そ
の
9
割
を
債
務
の
返
済
に

使
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
人
に
受
益
感
が
な
い
。

こ
の
や
り
方
は
明
ら
か
に
間

違
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
今
後

10
％
に
消
費
税
を
引
き
上
げ
る

の
に
際
し
、
全
て
教
育
や
社
会

保
障
の
充
実
に
振
り
向
け
る
と

い
う
法
案
を
つ
く
っ
て
提
案
す

べ
き
だ
。

　
そ
ん
な
に
社
会
保
障
給
付
を

充
実
さ
せ
る
と
、
財
政
破
綻
す

る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
、
国
が
支
出
を
増
や
し

た
か
ら
と
言
っ
て
、
政
府
債
務

が
増
え
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
社
会
保
障
給

付
を
広
げ
て
い
け
ば
、
税
収
は

増
加
す
る
。

　
多
く
の
人
が
給
付
を
受
け
ら

れ
る
国
は
高
い
税
収
の
あ
る
国

で
、
一
部
の
人
し
か
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
国
は
税
収
が
少
な

い
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
因
果
関

係
で
は
な
い
の
で
、
税
収
が
多

い
か
ら
幅
広
い
給
付
が
で
き
、

税
収
が
少
な
い
か
ら
一
部
の
人

に
し
か
給
付
が
で
き
な
い
と
い

う
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
反
論
は
歴

史
的
に
み
れ
ば
間
違
い
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
保
障

は
、
少
し
ず
つ
給
付
を
拡
大

し
、
少
し
ず
つ
増
税
を
行
う
と

い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
て
き
た

歴
史
が
あ
る
。
そ
の
結
果
が
豊

か
な
給
付
と
高
い
税
収
だ
。

　
日
本
は
社
会
保
障
給
付
を
拡

大
す
る
た
め
に
、
少
し
ず
つ
増

税
を
す
る
と
い
う
努
力
を
し
て

こ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
逆
で
、

給
付
を
縮
小
し
て
歳
出
を
削
っ

て
財
政
再
建
を
行
お
う
と
し
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
手
法
は

20
年
間
続
い
て
い
る
が
、
一
度

も
成
功
し
て
い
な
い
。
財
政
再

建
の
路
線
が
戦
略
的
に
違
っ
て

い
た
の
だ
。

北
欧
諸
国
は
な
ぜ

格
差
が
小
さ
い
か
？

　
「
貧
し
い
人
を
助
け
る
」
と

聞
く
と
、
多
く
の
人
の
頭
に
浮

か
ぶ
の
は
、
貧
し
い
人
に
お
金

を
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
統
計
で
は
、

貧
し
い
人
に
だ
け
給
付
を
し
て

い
る
社
会
は
、
実
は
格
差
が
大

き
な
社
会
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
（
図
5
）。
自
分
た
ち
は
給

付
が
受
け
ら
れ
な
い
か
ら
中
間

層
や
富
裕
層
が
怒
り
、
そ
う
し

た
層
か
ら
税
が
と
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
分
配
す
る
お
金
が

な
く
、
格
差
を
是
正
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
の
だ
。

　
ま
た
、
給
付
が
貧
し
い
人
に

集
中
し
て
い
る
社
会
は
、
再
分

配
政
策
へ
の
支
持
率
が
低
い

（
図
6
）。
貧
し
い
人
に
給
付
が

集
中
し
て
い
る
国
は
、
多
く
の

人
が
格
差
是
正
に
関
心
を
も
っ

て
い
る
と
思
い
が
ち
だ
が
、
事

実
は
違
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
北

欧
諸
国
で
は
、
確
か
に
貧
し
い

人
に
給
付
が
集
中
し
て
い
る

が
、
再
分
配
に
対
す
る
支
持
は

決
し
て
高
く
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。

　
質
問
を
少
し
変
え
て
み
る
と

明
ら
か
に
な
る
。
北
欧
の
国
々

で
は
、「
高
齢
者
に
対
す
る
政

策
は
政
府
の
責
任
で
は
な
い
」

「
失
業
者
に
対
す
る
政
策
は
政

府
の
責
任
で
は
な
い
」
と
の
問

い
に
、「
政
府
の
責
任
で
あ
る
」

と
い
う
答
え
が
増
え
る
。
つ
ま

り
「
貧
し
い
人
、
困
っ
て
い
る

人
を
助
け
て
や
ろ
う
」
と
い
う

と
、
北
欧
の
人
も
嫌
が
る
。
し

か
し
、
失
業
者
に
は
自
分
も
な

る
可
能
性
が
あ
る
し
、
高
齢
者

に
は
誰
も
が
な
る
。
誰
か
の
利

益
に
し
か
な
ら
な
い
こ
と
に
は

否
定
的
だ
が
、
自
分
も
含
め
た

み
ん
な
の
利
益
だ
っ
た
ら
い
い

と
い
う
こ
と
だ
。
北
欧
諸
国
は

優
し
く
、
理
念
を
も
っ
た
す
ぐ

れ
た
人
が
い
て
、
貧
し
い
人
を

大
事
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

が
と
ん
で
も
な
い
。
実
は
、
む

し
ろ
利
に
聡
い
国
民
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
日
本
は
違
う
。
高

齢
者
や
失
業
者
も
、
た
だ
の
既

得
権
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。所

得
制
限
な
し
の

社
会
保
障
給
付
に

　
日
本
で
も
、「
今
の
給
付
水

準
を
維
持
で
き
る
な
ら
も
う
少

し
増
税
し
て
も
い
い
」
あ
る
い

は
「
も
っ
と
サ
ー
ビ
ス
が
豊
か

に
な
る
な
ら
増
税
し
て
も
い

い
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は
5

割
を
超
え
て
い
る
。

　
だ
か
ら
、
教
育
、
医
療
、
住

宅
、
幼
児
教
育
・
保
育
、
介
護

を
皆
に
給
付
す
れ
ば
い
い
。
お

金
持
ち
に
も
給
付
し
よ
う
と
い

う
の
が
私
の
提
案
だ
。

　
私
た
ち
は
貧
し
い
人
を
助
け

よ
う
と
思
う
と
、
貧
し
い
人
だ

け
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
。
そ
れ
が
、「
所
得
制

限
」
だ
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
で
も
所
得
制
限
が
あ
る
自

治
体
は
多
い
。

　
し
か
し
、
全
員
に
給
付
し
て

も
格
差
は
解
消
で
き
る
。

　
た
と
え
ば
、図
7
の
よ
う
に
、

当
初
の
所
得
が
2
0
0
万
円
と

2
0
0
0
万
円
だ
っ
た
場
合
、

格
差
は
10
倍
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
に

20
％
ず
つ
課
税
す
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
税
引
き
後
所
得
は
1
6

0
万
円
と
1
6
0
0
万
円
に
な

る
。
格
差
は
ま
だ
10
倍
だ
。
税

収
4
4
0
万
円
の
う
ち
、
40
万

円
を
財
政
赤
字
の
穴
埋
め
に
使

う
と
し
、
残
り
の
4
0
0
万
円

を
所
得
で
区
別
せ
ず
に
一
律
2

0
0
万
円
分
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
給
付
す
る
。
す
る
と
、
所
得

2
0
0
万
円
だ
っ
た
人
は
所
得

3
6
0
万
円
に
、
2
0
0
0
万

円
だ
っ
た
人
は
1
8
0
0
万
円

と
な
り
、
格
差
は
5
倍
に
縮
ま

る
。

　
大
切
な
こ
と
は
、
貧
し
い
人

も
納
税
者
に
な
り
、
富
裕
層
も

受
益
者
に
な
る
中
で
格
差
が
小

さ
く
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

が
日
本
社
会
の
閉
塞
状
況
の
最

た
る
理
由
だ
。

　
今
一
番
、
右
傾
化
し
て
い
る

の
は
、
中
間
層
、
と
り
わ
け

ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
だ
。
こ
の
層

は
、
年
金
こ
そ
も
ら
え
ど
も
、

将
来
に
対
し
て
非
常
に
強
い
不

安
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
は
私

の
言
葉
で
い
え
ば
「
袋
叩
き
の

政
治
」
だ
。「
既
得
権
者
」
を

次
々
に
暴
き
、
レ
ッ
テ
ル
貼

り
・
バ
ッ
シ
ン
グ
を
繰
り
返

す
。「
地
方
の
公
共
事
業
は
無

駄
だ
」
と
都
市
の
住
民
は
怒
り

狂
い
、「
公
務
員
の
人
件
費
は

高
す
ぎ
る
」「
生
活
保
護
も
も

ら
い
す
ぎ
だ
」
と
叩
く
。「
医

療
費
も
高
す
ぎ
る
」
と
、
医
師

や
医
療
従
事
者
に
レ
ッ
テ
ル
を

貼
っ
て
叩
く
。
さ
ら
に
、
負
担

も
他
人
に
押
し
つ
け
る
。
昔
は

「
お
年
寄
り
は
大
事
に
し
な
さ

い
」
と
い
う
の
は
当
た
り
前

だ
っ
た
が
、
今
は
「
年
寄
り
に

税
を
か
け
る
こ
と
が
公
平
だ
」

と
い
う
。

　
人
に
負
担
を
押
し
つ
け
、
自

分
の
既
得
権
を
守
る
た
め
に
、

他
人
を
バ
ッ
シ
ン
グ
す
る
政
治

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
根
底
に

は
働
か
な
い
と
食
っ
て
い
け
な

い
社
会
、
働
い
て
も
働
い
て
も

食
え
な
い
状
況
が
あ
る
。

は
住
民
み
ん
な
で
負
担
し
あ

い
、
全
て
の
住
民
に
給
付
す
る

と
い
う
の
が
私
の
構
想
だ
。
地

方
レ
ベ
ル
で
は
貧
し
い
層
も
税

を
負
担
し
、
富
裕
層
も
給
付
を

受
け
る
。
そ
の
と
き
に
初
め
て

貧
し
い
層
へ
の
寛
容
さ
が
育
ま

れ
て
い
き
、
そ
う
な
れ
ば
国
レ

ベ
ル
で
貧
困
層
に
集
中
し
た
対

策
を
行
お
う
と
い
う
合
意
が
整

う
。

　
し
か
し
、
誤
解
し
な
い
で
ほ

し
い
が
、
累
進
課
税
を
な
く
す

な
ど
と
は
ま
っ
た
く
思
っ
て
い

な
い
。
富
裕
層
に
高
い
税
率
の

税
を
か
け
、
財
産
を
多
く
持
っ

て
い
る
層
に
は
相
続
税
を
か
け

る
べ
き
だ
。
法
人
に
対
し
て
も

儲
か
っ
て
い
る
法
人
に
は
法
人

税
を
き
ち
ん
と
か
け
る
。
一
方

で
、
貧
し
い
人
に
貧
困
対
策
と

し
て
現
金
給
付
を
す
る
こ
と
も

問
題
は
な
い
。

消
費
税
は
逆
進
性
が

あ
る
か
ら
問
題
と
い

わ
れ
る
が
、
給
付
が

き
ち
ん
と
行
わ
れ
れ

ば
問
題
は
な
い
。

　
救
済
型
の
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
る
再

分
配
は
国
家
の
責
任

と
し
て
行
う
。
地
方

レ
ベ
ル
で
は
、
命
で

は
な
く
生
活
の
保
障

を
す
る
。
住
民
に

と
っ
て
必
要
な
も
の

（
5
面
か
ら
の
続
き
）

図７　低所得層が負担し富裕層に配分しても
　　　格差は縮小

図５　弱者への「善意」は格差の原因かもしれない

図６　低所得層への給付は再分配批判を強める

2 0 1 7 年 （平成 2 9 年） 4 月 1 0 日第 2 9 9 7 号 京 都 保 険 医 新 聞 （ 6 ）毎月 10日・25日発行



（
40
歳
代
後
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
子
宮
筋
腫
に
対
し
て
、
腹
式

単
純
子
宮
全
摘
術
を

横
切
開
に
て
施
行
し

た
。
手
術
室
に
は
3

人
の
医
師
が
い
た
。

術
後
に
痛
み
を
訴
え
た
の
で
鎮

痛
剤
を
要
し
た
が
、
そ
の
他
に

異
常
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

患
者
は
す
ぐ
に
退
院
と
な
っ
た

が
、
3
週
間
後
の
術
後
検
診
で

左
水
腎
症
が
確
認
さ
れ
、
左
側

腹
部
痛
が
持
続
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
泌
尿

器
科
に
お
い
て
左
尿
管
閉
塞
と

診
断
さ
れ
再
入
院
と
な
り
、
尿

管
鏡
で
膀
胱
側
か
ら
再
開
通
を

試
み
た
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た

め
、
左
腎
瘻
造
設
術
を
施
行
し

た
。
後
日
、
腎
盂
か
ら
の
造
影

で
、
閉
塞
部
位
は
左
尿
管
下
端

の
膀
胱
近
位
部
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
患
者
は
退
院
し
た

が
再
々
入
院
と
な
っ
た
。

　
患
者
側
は
完
全
な
医
療
過
誤

で
あ
る
と
し
て
、
休
業
損
害
を

含
め
賠
償
請
求
を
行
っ
た
。

　
精
神
障
害
は
昔
と
違
っ
て
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
し
ば
し
ば
扱
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
発
達
障
害
は
山

ほ
ど
本
が
出
て
お
り
、
テ
レ
ビ
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
そ
れ
ら
に
比
べ
、
知
的
障
害
へ

の
社
会
的
関
心
は
低
い
。
障
害
児

の
療
育
・
教
育
は
ま
だ
し
も
、
大

人
の
知
的
障
害
に
つ
い
て
は
専
門

的
な
解
説
書
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　
問
題
が
大
き
い
の
は
、
軽
度
の

知
的
障
害
と
、
障
害
認
定
さ
れ
な

い
知
的
ボ
ー
ダ
ー
層
で
あ
る
。

　
軽
度
の
知
的
障
害
の
人
は
、
日

常
会
話
を
交
わ
し
た
程
度
で
は
障

害
と
わ
か
ら
な
い
。
ス
マ
ホ
ぐ
ら

い
使
え
る
し
、
運
転
免
許
を
取
っ

て
い
る
人
、
高
校
を
普
通
に
卒
業

し
た
人
も
珍
し
く
な
い
。

　
し
か
し
抽
象
的
な
概
念
、
複
雑

な
思
考
、
多
く
の
こ
と
を
長
く
記

憶
す
る
の
は
苦
手
で
、
言
葉
の
表

現
力
が
乏
し
い
。
文
章
を
書
く
と

稚
拙
だ
っ
た
り
、
社
会
制
度
が
理

解
し
に
く
か
っ
た
り
す
る
。

　
感
情
は
一
般
の
人
と
変
わ
ら

ず
、
プ
ラ
イ
ド
は
あ
る
。
理
解
で

き
て
い
な
く
て
も
「
わ
か
っ
た
」

と
答
え
が
ち
だ
。
他
人
に
迎
合
し

や
す
く
、
だ
ま
さ
れ
や
す
い
傾
向

も
あ
る
。
生
活
や
金
銭
管
理
を
計

画
的
に
行
う
の
も
苦
手
だ
。

　
根
気
の
い
る
単
調
な
作
業
は
得

意
な
人
が
多
い
が
、
農
業
、
工

場
、
建
設
と
い
っ
た
分
野
の
単
純

労
働
は
減
っ
た
。
い
ま
求
人
が
多

い
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

複
雑
な
判
断
を
要
す
る
仕
事
だ
。

　
こ
の
た
め
、
就
職
を
望
ん
で
も

採
用
さ
れ
な
い
、
働
い
て
も
長
続

き
し
な
い
、
他
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
、
制
度
を
利
用
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
に
陥
り
や
す
く
、
生

活
困
窮
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
。

　
生
来
の
能
力
の
個
人
差
に
加

え
、
産
業
構
造
の
変
化
も
あ
る
わ

け
で
、
自
己
責
任
と
し
て
片
づ
け

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

　
知
的
障
害
の
あ
る
人
は
、
療
育

手
帳
（
障
害
者
手
帳
）
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
に
な
り
、
障

害
の
程
度
が
一
定
以
上
な
ら
障
害

年
金
を
受
け
ら
れ
る
。

　
こ
の
う
ち
療
育
手
帳
は
法
律
で

は
な
く
、
1
9
7
3
年
の
厚
生
事

務
次
官
通
知
に
基
づ
き
、
都
道
府

県
・
政
令
市
が
規
則
や
要
綱
に

沿
っ
て
発
行
す
る
。
知
能
指
数

（
Ｉ
Ｑ
）
に
生
活
状
況
や
介
護
必

要
度
な
ど
を
加
味
し
て
総
合
的
に

判
定
す
る
の
だ
が
、
障
害
と
認
め

る
範
囲
や
区
分
が
自
治
体
に
よ
っ

て
違
う
と
い
う
妙
な
状
況
に
あ
る
。

目
安
の
Ｉ
Ｑ
は
重
度
が
34
以
下
。

中
等
度
は
49
以
下
の
こ
と
が
多

い
。
軽
度
は
75
程
度
以
下
と
す
る

自
治
体
も
あ
れ
ば
、
70
程
度
以
下

と
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

　
療
育
手
帳
の
交
付
台
帳
登
載
人

数
は
2
0
1
6
年
3
月
末
で
1
0

0
万
9
2
3
2
人
（
福
祉
行
政
報

告
例
）。
同
時
期
の
推
計
人
口
で

割
る
と
0
・
80
％
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ク
ス
ラ
ー
型
知
能
検
査
だ

と
標
準
偏
差
15
の
正
規
分
布
に
な

る
の
で
、
統
計
的
理
論
値
と
し
て

Ｉ
Ｑ
75
以
下
の
割
合
は
4
・
78

％
。
単
純
計
算
す
る
と
6
0
7
万

人
、
現
状
の
6
倍
が
手
帳
を
取
得

し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
Ｉ
Ｑ
85

以
下
ま
で
ボ
ー
ダ
ー
層
と
し
て
含

め
る
と
、
理
論
値
は
15
・
9
％
。

2
0
1
8
万
人
に
の
ぼ
る
。

　
知
的
障
害
レ
ベ
ル
で
も
障
害
認

定
を
受
け
て
い
な
い
人
々
が
膨
大

に
存
在
す
る
わ
け
だ
。
ボ
ー
ダ
ー

層
の
人
々
も
社
会
的
不
利
を
伴

う
。
し
か
も
見
過
ご
さ
れ
や
す

く
、
社
会
の
対
応
が
不
備
な
こ
と

が
、
不
利
に
輪
を
か
け
て
い
る
。

　
診
療
の
現
場
で
病
気
や
治
療
法

の
説
明
、
療
養
指
導
を
す
る
際

も
、
一
見
し
て
わ
か
ら
な
い
知
的

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
患

者
・
家
族
が
け
っ
こ
う
い
る
こ
と

を
念
頭
に
置
い
た
ほ
う
が
よ
い
。

見
過
ご
さ
れ
や
す
い
軽
度
の
知
的
障
害

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
子

宮
周
囲
の
靭
帯
や
膣
管
を
結
紮

切
断
す
る
際
や
、
止
血
縫
合
時

に
意
図
せ
ず
付
近
を
走
行
し
て

い
た
尿
管
を
巻
き
込
ん
で
し

ま
っ
た
、
あ
る
い
は
子
宮
周
囲

の
靭
帯
の
切
断
部
な
ど
が
治
療

過
程
で
瘢
痕
化
す
る
際
に
、
付

近
に
あ
る
尿
管
が
徐
々
に
引
き

連
れ
て
閉
塞
し
た
と
推
測
し

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
術
中
に

尿
管
の
同
定
を
繰
り
返
し
行

い
、
尿
管
が
近
け
れ
ば
剥
離
す

る
な
ど
の
操
作
を
よ
り
慎
重
に

施
行
し
て
い
れ
ば
、
予
防
可
能

で
あ
っ
た
と
し
て
過
誤
を
認
め

た
。
ま
た
、
患
者
が
術
後
か
ら

腹
部
痛
を
訴
え
て
い
た
が
、
創

部
痛
と
判
断
し
て
い
た
の
で
、

水
腎
症
の
発
見
が
遅
れ
た
こ
と

も
問
題
で
あ
っ
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

9
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
診
断
と
腹
式
単
純
子
宮
全
摘

術
の
適
応
に
問
題
は
な
い
が
、

手
技
に
関
し
て
は
医
療
機
関
側

の
主
張
通
り
、
慎
重
に
し
て
い

れ
ば
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
原

因
は
特
定
で
き
な
い

が
、
過
誤
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
患
者
は
術
後
か

ら
腹
部
痛
を
訴
え
続
け
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
機
関

側
は
創
部
痛
と
判
断
し
て
、
対

応
が
1
カ
月
遅
延
し
て
い
る
。

事
後
処
置
と
し
て
も
過
失
が
認

め
ら
れ
よ
う
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
全
面
的
に
過

誤
を
認
め
て
、
医
療
費
も
含
め

て
賠
償
金
を
支
払
い
示
談
し

た
。 

腹
式
単
純
子
宮
全
摘
術
後
に
水
腎
症

　
Ｑ
、
京
都
市
の
子
育
て
支
援

医
療
費
助
成
事
業
（
法
別
45
）

の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

が
、
月
途
中
に
市
内
の
別
行
政

区
に
転
居
さ
れ
、
受
給
者
証
の

負
担
者
番
号
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
。
当
月
分
の
請
求
は
、
ど

の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

　
Ａ
、
子
育
て
支
援
医
療
費
助

成
事
業
（
法
別
45
）
の
受
給
者

金
融
共
済
委
員
会

（
3
／
25
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
5
件
を
審
査
し
全
件
可

決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
4
件
を
審
査
し
全
件
可
決
し

ま
し
た
。

証
の
始
期
は
、
転
居
の
場
合
は

転
入
日
に
な
り
、
京
都
市
内
の

移
動
で
あ
っ
て
も
行
政
区
間
で

の
移
動
で
あ
れ
ば
、
月
途
中
に

負
担
者
番
号
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で

あ
っ
て
も
当
月
分
の
請
求
を
前

後
の
番
号
で
分
け
る
必
要
は
な

く
、
レ
セ
プ
ト
は
1
枚
で
変
更

後
の
負
担
者
番
号
で
請
求
し
ま

す
。

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業
受
給
者
証

負
担
者
番
号
の
変
更
に
つ
い
て
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　このたび保険講習会Ｄとして労災補償保険、自賠責保険の基礎
知識のコースを新設しました。他にはない、オリジナルの資料も用意
し、少人数でわかりやすく解説します。しかも、参加費は無料！
　労災診療費の請求や自賠責保険の診療費算定について、取扱いされて
いる会員医療機関はぜひご参加下さい。お申し込みは保険部会まで。

新規開業予定者のための講習会
日　時 5月21日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・会議室
内　容 ①新規開業動向と開業までに押さえておきたいポイント
  株式会社メディヴァンス　西日本統括部長　西口 昌裕 氏
 ②スタッフ雇用の留意点
  桂労務社会保険総合事務所　所長　桂　好志郎 氏
 ③先輩開業医からのアドバイス
  ふくしま内科醫院　福島 達夫 氏
 ④地区医師会への入会・保険医協会の共済制度について
参加費 会員：無料、非会員：5,500円
※ 参加者には、開業に役立つ『新規開業医の手引き』『医院経営と雇用管理』
（保団連発行）を進呈。当日の入会も可。

要申込

4月27日（木）午後２時～４時

Ａ：保険診療の基礎知識、レセプト審査対策
Ｂ：医療法立入検査対策、新規個別指導対策
Ｃ：診療所で起きる医事紛争
　　在宅医療点数の基礎知識（個別相談会あり）

保険診療を行っていく上で基本となる内容ばかり!!

保　険
講習会

NEW!

保険講習会Ｄ

日　時 5 月13日（土）
 午後２時～５時
場　所 ハートピア京都 大会議室
1．講　演
脱グローバリズムの潮流と課題
― 新しいルールを求めて
演　者　井手 英策 氏

（慶応義塾大学経済学部教授）

2 ．証言①
民主党政権時代、その前後
証言者　竹下 義樹 氏

（弁護士、生活保護裁判連絡会事務局長）

3 ．証言②
民主党政権は、何ができたのか？
証言者　福山 哲郎 氏

（元官房副長官・参議院議員）

4 ．発　言
私たちの反省
― 「あの時」を踏まえて、これからのこと
発言者　渡邉 賢治

（京都府保険医協会副理事長京都社会保障推進協議会議長）

民主党政権で
何ができたのか

政治は変えられる
参加費無料
申込は協会まで

フォーラム

医療安全を
身につけるために
― 医療安全研修
　 DVD PartⅡ
定　価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円
 （税込）・送料別
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朝
の
4
時
起
き
、
暁
の
バ
オ

バ
ブ
見
学
に
。
待
つ
間
に
日
本

人
の
40
代
後
半
の
夫
婦
と
会

話
。
ガ
イ
ド
な
し
、
移
動
も
現

地
の
人
と
同
じ
乗
り
合
い
バ
ス

の
安
い
タ
ク
シ
ー
・
ブ
ル
ー
ス

を
利
用
し
、
安
い
宿
屋
、
同
じ

食
事
、
狙
わ
れ
な
い
よ
う
に
服

も
荷
物
も
質
素
に
し
て
い
ま
す

と
言
う
。
夫
婦
で
旅
行
の
た
め

に
働
き
、
あ
る
程
度
た
ま
っ
た

ら
ま
た
世
界
に
出
か
け
る
の
だ

と
、
な
ん
と
も
自
由
な
2
人
。

　
木
々
の
間
か
ら
顔
出
し
た
オ

レ
ン
ジ
色
の
太
陽
は
、
瞬
く
間

に
昼
間
の
明
る
さ
を
取
り
戻
し

た
。
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
ム
ル
ン

ダ
バ
―
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ブ
の
国

内
線
出
発
時
間
が
変
更
に
な
っ

た
と
聞
か
さ
れ
た
。
日
本
出
発

前
に
も
当
初
12
：
25
ム
ル
ン
ダ

バ
発
が
数
十
分
遅
れ
に
な
る
と

聞
い
て
い
た
が
、
さ
ら
に
突
然

17
：
00
発
に
変
更
に
な
っ
た
と

い
う
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
、

国
内
線
の
変
更
、
中
止
も
よ
く

あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ブ
着
が

18
：
00
、
そ
れ
か
ら
4
時
間
か

け
て
本
日
宿
泊
の
ア
ン
ダ
シ
ベ

ま
で
行
く
の
か
？　
う
ん
ざ
り

し
た
。
予
定
外
の
待
ち
時
間
が

発
生
し
た
の
で
イ
ソ
リ
ア
と
歩

い
て
浜
辺
、
市
街
地
に
出
か
け

る
こ
と
に
し
た
。
狭
い
浜
辺
で

は
小
型
の
漁
船
が
漁
を
済
ま
せ

て
舫
っ
て
い
る
が
、
発
動
機
も

な
い
舟
が
多
く
、
こ
れ
で
は
あ

ま
り
沖
に
は
出
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
人
口
約
3
万
8
千
人
の
ム

ル
ン
ダ
バ
は
ア
フ
リ
カ
よ
り
移

住
、
あ
る
い
は
奴
隷
と
し
て
連

れ
て
こ
ら
れ
た
住
民
が
主
で
、

顔
つ
き
は
ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
か

の
町
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
肌

は
褐
色
と
い
う
よ
り
黒
一
色
で

あ
る
が
、
白
く
化
粧
し
た
女
性

を
よ
く
見
る
。
綺
麗
に
化
粧
す

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
顔
に

塗
り
付
け
る
だ
け
、
こ
れ
で
は

黒
白
が
よ
け
い
際
立
つ
で
は
な

い
か
。
顔
料
は
ア
ボ
ガ
ド
と
現

地
の
果
物
で
作
ら
れ
日
焼
け
止

め
が
目
的
だ
そ
う
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
以
上
黒
く
な
る
心
配

が
あ
る
の
？
と
思
う
が
、
当
人

に
し
て
み
れ
ば
、
真
剣
だ
。

　
歩
く
う
ち
、
の
ど
が
渇
い
た

の
で
道
端
の
コ
コ
ナ
ツ
を
買
う

こ
と
に
し
た
。

　
敷
物
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ

た
ヤ
シ
の
実
を
幅
広
の
包
丁
で

ザ
ク
ッ
と
切
り
取
り
ハ
イ
よ
と

ス
ト
ロ
ー
を
渡

さ
れ
る
。
1
個

1
0
0
0
ア
リ

ア
リ
35
円
程

度
。
ま
て
よ
、

ス
ト
ロ
ー
束
は

む
き
出
し
、
水

道
、
ご
み
袋
な

ど
な
い
、
ま
さ

か
洗
わ
ず
共
用
す
る
の
か
？　

し
か
し
、
意
を
決
し
て
飲
む
、

冷
た
く
は
な
い
が
ほ
ん
の
り
甘

く
、
の
ど
の
渇
き
は
潤
し
て
く

れ
た
。
町
な
か
は
大
勢
の
人

々
、
自
転
車
、
車
で
混
雑
し
歩

く
の
も
困
難
、
路
地
か
ら
入
る

市
場
は
人
ひ
と
り
や
っ
と
通
れ

る
狭
さ
、
人
い
き
れ
と
掛
け

声
、
香
辛
料
、
穀
物
、
川
魚
、

沢
カ
ニ
、
川
エ
ビ
、
海
の
魚
、

肉
、
さ
ま
ざ
ま
な
に
お
い
、
体

臭
が
鼻
を
つ
く
。
帰
り
は
人
力

車
で
ホ
テ
ル
へ
。
ペ
ダ
ル
を
こ

ぐ
草
履
履
き
の
車
夫
の
荒
い
息

使
い
、
浮
き
出
す
汗
染
み
、
男

2
人
乗
せ
て
大
変
だ
。

　
昼
遅
く
、
10
㎞
離
れ
た
ム
ル

ン
ダ
バ
空
港
へ
。
荷
物
検
査
の

厳
重
さ
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
出
国
時
に
は
賄
賂

ほ
し
さ
に
税
関
官
吏
が
執
拗
に

荷
物
を
調
べ
、
さ
ら
に
身
体
検

査
ま
で
行
う
と
な
に
か
の
本
で

見
た
が
、
そ
れ
で
は
な
い
よ
う

だ
。
無
害
そ
う
な
女
性
に
も

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
開
け
さ
せ
、

中
身
を
持
ち
上
げ
、
金
属
探
知

機
を
差
し
込
む
。
す
べ
て
見
ら

れ
る
。
女
性
は
誰
も
が
「
い
や

　
平
野
謙
二
氏
（
享
年
91
、
左

京
）
2
月
1
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

だ
わ
！
」
と
顔
を
し
か
め
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
検
査
が
終
わ
り
、
す
ぐ

に
隣
接
す
る
出
発
待
合
室
に
入

る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ

う
で
な
く
、
ロ
ビ
ー
の
一
角
に

行
け
と
い
う
。
座
席
は
た
か
だ

か
8
椅
子
、
テ
ー
プ
を
一
条
だ

け
張
る
が
、
隙
間
は
ど
こ
で
も

あ
る
。
外
部
へ
あ
る
い
は
外
部

か
ら
も
出
入
り
は
自
由
。
と
て

も
隔
離
は
無
理
な
の
で
あ
る
。

一
段
落
し
て
待
合
室
に
誘
導
さ

れ
る
が
金
属
探
知
機
は
な
く
、

簡
単
な
手
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
、

こ
れ
で
は
身
体
に
巻
き
付
け
て

な
ん
で
も
持
ち
込
め
る
よ
。
国

内
線
は
双
発
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
で

快
適
な
55
分
間
、
首
都
ア
ン
タ

ナ
ナ
リ
ブ
に
到
着
し
た
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
が
大
変
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
離
脱
後
、
残

り
の
11
カ
国
に
よ
る
チ
リ
で
の

閣
僚
会
合（
3
月
15
日
）で
も
進

展
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。今
後
、

米
国
が
唱
え
る
日
米
二
国
間
Ｆ

Ｔ
Ａ
に
懸
念
が
強
ま
る
が
、
日

本
が
す
で
に
交
渉
中
の
日
欧
Ｅ

Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）、Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的

経
済
連
携
）、
Ｔ
ｉ
Ｓ
Ａ
（
新

サ
ー
ビ
ス
貿
易
協
定
）
と
い
っ

た
自
由
貿
易
協
定
の
行
方
も
注

意
が
必
要
と
な
ろ
う
。

　
そ
の
ひ
と
つ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
会
合

が
2
月
27
日
か
ら
3
月
3
日
ま

で
神
戸
市
で
開
か
れ
た
。
参
加

国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
と
中

国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
日
本
の
16
カ
国
。
交
渉
は

2
0
1
3
年
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
が
、
米
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
後

初
の
会
合
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
「
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
対

す
る
国
際
市
民
会

議
」
が
主
催
し
て
兵

庫
県
保
険
医
協
会
で

2
月
26
日
、
関
連
企

画
が
開
か
れ
た
。
現

状
と
問
題
に
つ
い
て

解
説
し
た
の
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

大
学
の
ジ
ェ
ー
ン
・

ケ
ル
シ
ー
教
授
。
元

首
相
の
鳩
山
友
紀
夫

氏
（
由
紀
夫
か
ら
改
名
）
も
特

別
講
演
を
行
っ
た
。

　
ケ
ル
シ
ー
氏
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

の
よ
う
な
メ
ガ
自
由
貿
易
協
定

は
、
広
い
領
域
に
わ
た
り
各
国

社会保険診療報酬振込時における
会費・保険料等の引落し方法変更について

の
将
来
の
政
策
を
拘
束
す
る
も

の
で
、
基
本
的
に
は
新
自
由
主

義
モ
デ
ル
を
も
と
に
し
て
い
る

こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
様
に
秘
密

交
渉
で
あ
る
こ
と
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
国
（
16
カ
国
中
7
カ
国
）
で

も
あ
る
日
本
な
ど
多
く
の
国

が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
か
け
た
政
治
的

コ
ス
ト
を
再
活
用
さ
せ
る
た

め
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
さ
ら
に
悪
い

か
た
ち
で
そ
の
内
容
を
持
ち
込

も
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど

を
指
摘
。
日
本
や
韓
国
か
ら
医

薬
品
特
許
の
保
護
強
化
や
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
問
題
と
な
っ
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ

（
投
資
家
対
国
家
の
紛
争
解
決
）

条
項
が
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
例
示
し
た
。
特
に
医
薬

品
の
問
題
は
、
発
展
途
上
国
・

後
発
途
上
国
で
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
製
造
を
阻
害
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ

は
域
内
の
経
済
的
、
文
化
的
な

違
い
が
大
き
い
た
め
、
同
じ
市

場
モ
デ
ル
を
志
向
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

よ
り
も
複
雑
で
難
し
い
と
さ
れ

る
。
今
後
に
つ
い
て
、
交
渉
過

程
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
企
業
だ
け

で
な
く
市
民
に
も
オ
ー
プ
ン
に

さ
せ
る
こ
と
や
、
国
や
地
域
を

超
え
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

な
ど
課
題
を
述
べ
た
。

　
鳩
山
氏
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同

体
と
し
て
不
戦
に
つ
な
が
る
議

論
の
場
を
つ
く
る
こ
と
は
重
要

だ
が
、
新
自
由
主
義
は
も
っ
と

批
判
さ
れ
る
べ
き
と
行
き
過
ぎ

た
自
由
貿
易
を
批
判
。
先
進
国

の
エ
ゴ
で
は
な
く
、
途
上
国
を

発
展
さ
せ
る
視
点
を
大
事
に
し

つ
つ
、
持
論
の
「
友
愛
思
想
」

を
導
入
す
べ
き
と
発
言
し
た
。

京都銀行

　これまで、京都銀行の社会保険診療報酬振込時における協会の会費・保
険料等の引落しは、毎月21日頃の診療報酬振込日と同一日に行っておりま
したが、2017年４月より毎月25日（銀行休業日の場合は翌営業日）の引落
しに変更させていただきます。また今後は、当月の診療報酬の振込金額に
かかわらず、会費・保険料等を直接銀行口座より自動引落しさせていただ
くことになります。
　なお、今回の変更にあたっては、すでにご提出いただいている「念書」
を「口座振替依頼書」として取扱いさせていただきますので、関係医療機
関より提出いただく書類はございません。
　詳しくは、京都銀行よりお送りしている３月分の社会保険診療報酬支払
明細書に同封の「社会保険診療報酬等振込時における諸費用（会費・保険
料等）のお支払方法等の変更について」をご覧いただくか、協会までお問
合せ下さい。

ケ
ル
シ
ー
教
授
や
鳩
山
元
首
相
が
警
鐘

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
延
命
の
目
論
見

暁
の
バ
オ
バ
ブ
　
ム
ル
ン
ダ
バ
市
内

関　浩（宇治久世）
森の母 シートベルト MAK I
バオバブ ワオキツネザル

5

バオバブと旭日

街
角
の
コ
コ
ナ
ツ
売
り
　

日
焼
け
止
め
の
顔
料
を
塗
っ
て
い
る

愛
す
る
バ
オ
バ
ブ

講演するケルシー氏と鳩山氏

日　時 5 月20日（土）
 午後３時～５時
場　所 京都府保険医協会・
 ルームＡ～Ｃ
講　師 医療法人 宗紀会
 つくだクリニック 院長
 　　　　　佃　宗紀 氏
主　催 京都府保険医協会
　※参加は無料、事前申込は不要です。

発達障害があっても
普通に受診できるように
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